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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のセンサノードから送信されるデータを処理する分散サーバと、
　ネットワークを介して前記分散サーバと接続される管理サーバとを備え、
　前記管理サーバは、
　前記センサノードの識別子であるセンサＩＤ及びセンサノードのセンシング対象を規定
するモデル名を関連づけるモデルリストを格納する管理サーバ記憶領域と、
　前記モデルリストに基づいて、特定のモデル名について関連づけられた各センサＩＤに
対する監視条件を設定して前記分散サーバに送信し、前記分散サーバからイベントの発生
を通知された場合に、予め設定された処理を実行するアクション制御部と、を有し、
　前記分散サーバは、
　前記センサＩＤに対応するデータの値の監視条件を格納するイベントテーブルと、を格
納する分散サーバ記憶領域と、
　前記複数のセンサノードから送信されるデータをセンサＩＤと関連づけて格納するセン
サデータ格納部と、
　前記アクション制御部から前記監視条件を受信した場合、前記イベントテーブルに当該
監視条件を設定するイベントテーブル追加部と、
　前記センサノードのひとつからデータを受信した際に、前記センサＩＤに対応して前記
イベントテーブルから抽出される前記監視条件に前記受信したデータが合致している場合
、前記管理サーバへイベントの発生を通知するイベント発生判定部とを有することを特徴
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とするセンサネットワークシステム。
【請求項２】
　複数のセンサノードから送信されるデータを処理する分散サーバと、
　ネットワークを介して前記分散サーバと接続される管理サーバとを備え、
　前記管理サーバは、
　センサノードの識別子であるセンサＩＤ及びセンサノードのセンシング対象を規定する
モデル名を関連づけるモデルリストを格納する管理サーバ記憶領域と、
　前記モデルリストに基づいて、特定のモデル名について関連づけられた各センサＩＤに
対する監視条件を設定して前記分散サーバに送信するアクション制御部を有し、
　前記分散サーバは、
  前記センサＩＤに対応するデータの値の監視条件を格納するイベントテーブルと、を格
納する分散サーバ記憶領域と、
　前記複数のセンサノードから送信されるデータをセンサＩＤと関連づけて格納するセン
サデータ格納部と、
　前記アクション制御部から前記監視条件を受信した場合、前記イベントテーブルに当該
監視条件を設定するイベントテーブル追加部と、
　前記センサノードのひとつからデータを受信した際に、前記センサＩＤに対応して前記
イベントテーブルから抽出される前記監視条件に前記受信したデータが合致している場合
、予め設定された処理を実行するアクション実施部とを有することを特徴とするセンサネ
ットワークシステム。
【請求項３】
　前記管理サーバは、前記ネットワークを介してユーザが利用するユーザ端末に接続され
、
　前記管理サーバ記憶領域には、前記センサノードのデータを、前記ユーザ端末を利用す
るユーザが理解可能な情報に変換する変換定義を前記モデル名に対応して設定した意味解
釈リストをさらに格納し、
　前記管理サーバの前記モデルリストは、前記モデル名に対応する前記データの情報格納
先をさらに格納し、
　前記管理サーバのアクション制御部は、
　前記ユーザ端末の要求からモデル名と意味情報を取得する受付部と、
　前記モデル名からモデルリストを参照して情報格納先の分散サーバと監視対象のデータ
を決定し、前記意味情報から意味解釈リストを参照して、前記センサノードのデータに対
する監視条件を決定する分析部と、
　前記決定した監視対象と監視条件とを前記情報格納先の分散サーバに指令する監視指示
部を有し、
　前記分散サーバは、
　前記監視指示部からの指令に基づいて、前記イベントテーブルに監視対象と監視条件と
を設定することを特徴とする請求項１または請求項２に記載のセンサネットワークシステ
ム。
【請求項４】
　前記管理サーバのセンサ情報管理部は、前記センサノードにセンサＩＤを設定し、
　前記センサノードは、前記設定されたセンサＩＤを含んでデータを送信し、
　前記分散サーバは、
　前記センサノードより受信したデータから前記センサＩＤを抽出するＩＤ抽出部と、
　前記抽出したセンサＩＤからデータを比較する監視条件を前記イベントテーブルから検
索するイベント検索部と、を含み、
　前記イベント発生判定部は、
　前記検索した監視条件に基づいて前記データの比較を行って前記監視条件の成立を判定
し、前記監視条件の成立時にはイベントを発生することを特徴とする請求項１または請求
項２に記載のセンサネットワークシステム。
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【請求項５】
　前記管理サーバのアクション制御部は、
　前記イベントの発生が通知されたときに実行する処理を前記センサＩＤに対応して予め
格納する第１アクションテーブルを有し、前記分散サーバのイベント発生判定部がイベン
トの発生を通知したときに、前記センサＩＤに基づいて前記第１アクションテーブルに格
納された処理を実行することを特徴とする請求項４に記載のセンサネットワークシステム
。
【請求項６】
　前記管理サーバのアクション制御部は、
　前記第１アクションテーブルに格納される処理が、前記センサノードから送信されたデ
ータを加工する処理であるときは、前記データを加工し、加工されたデータに識別子を付
与し、当該加工後のデータを当該アクション制御部へイベントとして入力することを特徴
とする請求項５に記載のセンサネットワークシステム。
【請求項７】
　前記管理サーバは、前記ネットワークを介してユーザが利用するユーザ端末に接続され
、
　前記管理サーバ記憶領域は、さらに前記センサノードのデータを、前記ユーザ端末を利
用するユーザが理解可能な情報に変換する変換定義を前記モデル名に対応して設定した意
味解釈リストをさらに格納し、
　前記管理サーバの前記モデルリストは、前記モデル名に対応する前記データの情報格納
先をさらに格納し、
　前記管理サーバのアクション制御部は、
　ユーザ端末の要求からモデル名と意味情報を取得する受付部と、
　前記モデル名からモデルリストを参照して情報格納先の分散サーバと監視対象のデータ
を選択し、前記意味情報から意味解釈リストを参照して、前記センサノードのデータに対
する監視条件を決定する分析部と、
　前記決定した監視対象と監視条件とを前記情報格納先の分散サーバに指令する監視指示
部とを有し、
　前記監視指示部は、ユーザ端末の要求に基づいて前記実行する処理を前記アクション制
御部に通知し、
　前記アクション制御部は、当該通知に基づいて第１アクションテーブルに実行すべき処
理を設定することを特徴とする請求項５に記載のセンサネットワークシステム。
【請求項８】
　前記アクション実施部は、
　実行する処理を記述したファイルのファイル名を、前記センサＩＤに対応して指定され
る第１アクションテーブルと、
　前記実行する処理を記述したファイルを格納する第２アクションテーブルとを有し、
　前記アクション実施部は、前記センサＩＤに基づいて前記第１アクションテーブルに格
納されるファイル名に基づき前記第２アクションテーブルに格納されるファイルの処理を
実行する請求項６に記載のセンサネットワークシステム。
【請求項９】
　前記第２アクションテーブルに格納されるファイルを前記アクション実施部で実行する
ときは、
　前記アクション実施部が、前記イベント発生判定部に代えて前記監視条件と前記データ
とを比較して前記監視条件の成立を判定し、該監視条件が成立した場合に実行する処理を
決定することを特徴とする請求項８に記載のセンサネットワークシステム。
【請求項１０】
　複数のセンサノードから送信されるデータを処理する分散サーバと、前記センサノード
を管理する管理サーバとをネットワークで接続し、前記センサノードからのデータに基づ
いて予め設定した処理を実行する方法であって、



(4) JP 4885463 B2 2012.2.29

10

20

30

40

50

　前記管理サーバが、前記センサノードの識別子であるセンサＩＤと、前記センサノード
のセンシング対象を規定するモデル名を関連づけて管理サーバ記憶領域のモデルリストに
格納する第１の手順と、
　前記管理サーバが、前記モデルリストに基づいて、特定のモデル名について関連づけら
れた各センサＩＤに対する監視条件を設定して前記分散サーバに送信する第２の手順と、
　前記分散サーバが、前記管理サーバから前記特定のモデル名について関連づけられた各
センサＩＤに対する監視条件を受信して、前記センサＩＤに対応するデータの値の監視条
件を、分散サーバ記憶領域のイベントテーブルに格納する第３の手順と、
　前記分散サーバが、前記センサノードのひとつからデータを受信した際に、前記センサ
ＩＤに対応して前記イベントテーブルから抽出される前記監視条件に前記受信したデータ
が合致している場合、前記管理サーバへイベントの発生を通知する第４の手順と、
　前記管理サーバが、前記分散サーバからイベントの発生を通知された場合に、予め設定
された処理を実行する第５の手順と、
　を含むことを特徴とするセンサデータの処理方法。
【請求項１１】
　複数のセンサノードから送信されるデータを処理する分散サーバと、前記センサノード
を管理する管理サーバとをネットワークで接続し、前記センサノードからのデータに基づ
いて予め設定した処理を実行する方法であって、
　前記管理サーバが、前記センサノードの識別子であるセンサＩＤと、前記センサノード
のセンシング対象を規定するモデル名を関連づけて管理サーバ記憶領域のモデルリストに
格納する第１の手順と、
　前記管理サーバが、前記モデルリストに基づいて、特定のモデル名について関連づけら
れた各センサＩＤに対する監視条件を設定して前記分散サーバに送信する第２の手順と、
　前記分散サーバが、前記管理サーバから前記特定のモデル名について関連づけられた各
センサＩＤに対する監視条件を受信して、前記センサＩＤに対応するデータの値の監視条
件を、分散サーバ記憶領域のイベントテーブルに格納する第３の手順と、
　前記分散サーバが、前記センサノードのひとつからデータを受信した際に、前記センサ
ＩＤに対応して前記イベントテーブルから抽出される前記監視条件に前記受信したデータ
が合致している場合、予め設定された処理を実行する第６の手順と、
　を含むことを特徴とするセンサデータの処理方法。
【請求項１２】
　前記管理サーバは、前記ネットワークを介してユーザが利用するユーザ端末に接続され
、
　前記管理サーバ記憶領域には、前記センサノードのデータを、前記ユーザ端末を利用す
るユーザが理解可能な情報に変換する変換定義を前記モデル名に対応して設定した意味解
釈リストをさらに格納し、
　前記データの値の監視条件をイベントテーブルに設定する第３の手順は、
　前記管理サーバが、前記ユーザ端末の要求からモデル名と意味情報を取得する手順と、
　前記管理サーバが、前記モデル名から前記モデルリストを参照して情報格納先の分散サ
ーバと監視対象のデータを決定し、前記意味情報から意味解釈リストを参照して、前記セ
ンサノードのデータに対する監視条件を決定する手順と、
　前記管理サーバが、前記決定した監視対象と監視条件とを前記情報格納先の分散サーバ
に指令する手順と、
　前記分散サーバが、前記管理サーバからの指令に基づいて、前記イベントテーブルに監
視対象と監視条件とを設定する手順と、
を含むことを特徴とする請求項１０または請求項１１に記載のセンサデータの処理方法。
【請求項１３】
　前記管理サーバが、前記センサノードにセンサＩＤを設定する手順と、
　前記センサノードが、前記設定されたセンサＩＤを含んでデータを分散サーバに送信す
る手順と、
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をさらに含み、
　前記第４の手順は、
　前記分散サーバが、前記センサノードより受信したデータから前記センサＩＤを抽出す
る手順と、
　前記分散サーバが、前記抽出したセンサＩＤからデータを比較する監視条件を前記イベ
ントテーブルから検索する手順と、
　前記検索した監視条件と前記データとの比較を行って前記監視条件の成立を判定し、監
視条件が成立したときにイベントを発生する手順と、
を含むことを特徴とする請求項１０または請求項１１に記載のセンサデータの処理方法。
【請求項１４】
　前記監視条件が成立したときに実行する前記予め設定した処理を、前記センサＩＤに対
応して第１アクションテーブルに格納する手順と、をさらに含み、
　前記予め設定した処理を実行する第５の手順は、
　前記管理サーバが前記イベントの発生を受信したときに、前記センサＩＤに基づいて前
記第１アクションテーブルに格納された処理を実行する手順と、
　を含むことを特徴とする請求項１０に記載のセンサデータの処理方法。
【請求項１５】
　前記監視条件が成立したときに実行する前記予め設定した処理を、前記センサＩＤに対
応して第１アクションテーブルに格納する手順と、をさらに含み、
　前記予め設定した処理を実行する第６の手順は、
　前記分散サーバが前記イベントを発生したときに、前記分散サーバが前記センサＩＤに
基づいて前記第１アクションテーブルに格納される処理を実行する手順と、
　を含むことを特徴とする請求項１１に記載のセンサデータの処理方法。
【請求項１６】
　前記予め設定した処理を実行する第６の手順は、
　前記第１アクションテーブルに格納される処理が、前記センサノードから送信されたデ
ータを加工する処理であるときは、
　前記分散サーバが前記データを加工する手順と、
　前記加工されたデータに識別子を付与する手順と、
を含み、
　前記監視を行う手順は、
　前記分散サーバが、当該加工後のデータを仮想的なセンサノードのデータとして受け付
ける手順と、
　を含むことを特徴とする請求項１５に記載のセンサデータの処理方法。
【請求項１７】
　前記管理サーバは、前記ネットワークを介してユーザが利用するユーザ端末に接続され
、
　前記実行する処理を前記センサＩＤに対応して前記第１アクションテーブルに格納する
手順は、
　ユーザ端末の要求に基づいて前記第１アクションテーブルに格納する手順と、
を含むことを特徴とする請求項１５に記載のセンサデータの処理方法。
【請求項１８】
　実行する処理を記述したファイルのファイル名と、前記センサＩＤとを対応させて前記
第１アクションテーブルに格納する手順と、
　前記分散サーバで、前記実行する処理を記述したファイルを第２アクションテーブルに
格納する手順と、
　前記分散サーバで、前記センサＩＤに基づいて前記第１アクションテーブルに格納され
るファイル名に基づき前記第２アクションテーブルに格納されるファイルの処理を実行す
る手順と、
　をさらに含むことを特徴とする請求項１５に記載のセンサデータの処理方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ネットワークに接続した多数のセンサからの情報を利用する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年におけるインターネット等のネットワークの利用は、検索エンジンや予め設定した
リンクなどから文書や画像あるいは映像、音声など蓄積されたコンテンツにアクセスする
ものが主流となっている。すなわち、保存されている過去のコンテンツに対してアクセス
する技術は完成している。
【０００３】
　一方、現在の情報を送信するものとして、所定の位置に設けたカメラ（ＷＥＢカメラ）
の画像を連続的に配信するストリーミング技術がある。また、最近は、大量の小型の無線
センサノードから得られるセンシングデータを、ネットワークを通じて取得するセンサネ
ットワークの技術が発展しつつある（例えば、特許文献１～５）。近年、現実世界の情報
をセンサによって取り込み、この情報を、ネットワークを通して離れた場所で利用するセ
ンサネットワークへの期待が高まっている。現在のインターネット上のサービスは仮想空
間上のサービスに閉じているが、センサネットワークが現在のインターネットと本質的に
違う点は、実空間と融合している点である。実空間との融合を図ることができれば、時間
、位置など状況依存型のさまざまなサービスが実現できる。実空間に存在する多様なオブ
ジェクトがネットワーク接続されることでトレーサビリティが実現でき、広義の意味での
「安全」を求める社会ニーズや、在庫管理やオフィスワークの「効率化」のニーズに対処
することが可能となる。
【特許文献１】特開２００２－００６９３７号公報
【特許文献２】特開２００３－３１９５５０号公報
【特許文献３】特開２００４－２８０４１１号公報
【特許文献４】米国特許出願公開第２００４／００９３２３９号明細書
【特許文献５】米国特許出願公開第２００４／０１０３１３９号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記従来例に示したような検索エンジンでは、過去に蓄積されたデータ
について、ネットワーク上の位置（アドレス）を知ることができるものの、ネットワーク
に接続された膨大なセンサ情報からのリアルタイムの情報に対しての効率的な検索や、情
報変化検出には適していない、という問題がある。
【０００５】
　そこで本発明は、ネットワークに接続された多数のセンサからのリアルタイムの情報を
、容易に取得できるようなセンサネットワークシステムを実現することを目的とし、膨大
なセンサからの情報のうち所望の情報をリアルタイムで監視し、情報の変化を迅速に把握
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、複数のセンサノードから送信されるデータを処理する分散サーバと、前記セ
ンサノードを管理する管理サーバとをネットワークで接続し、前記センサノードからのデ
ータに基づいて予め設定した処理を実行する方法であって、前記管理サーバが、前記セン
サノードの識別子であるセンサＩＤと、前記センサノードのセンシング対象を規定するモ
デル名を関連づけて管理サーバ記憶領域のモデルリストに格納し、前記管理サーバが、前
記モデルリストに基づいて、特定のモデル名について関連づけられた各センサＩＤに対す
る監視条件を設定して前記分散サーバに送信し、前記分散サーバが、前記管理サーバから
前記特定のモデル名について関連づけられた各センサＩＤに対する監視条件を受信して、
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前記センサＩＤに対応するデータの値の監視条件を、分散サーバ記憶領域のイベントテー
ブルに格納し、前記分散サーバが、前記センサノードのひとつからデータを受信した際に
、前記センサＩＤに対応して前記イベントテーブルから抽出される前記監視条件に前記受
信したデータが合致している場合、前記管理サーバへイベントの発生を通知し、前記管理
サーバが、前記分散サーバからイベントの発生を通知された場合に、予め設定された処理
を実行する。
【発明の効果】
【０００７】
　したがって、本発明は、データ収集を行う分散サーバでデータの監視を行うことで、多
数の分散サーバを管理する管理サーバに負荷が集中するのを防ぐことができ、センサノー
ドの数が膨大になってもセンサネットワークシステムの運営を円滑に行うことができる。
【０００８】
　そして、ユーザ端末を利用するユーザは、モデル名と意味情報を設定するだけで、多数
のセンサノードのデータから所望のデータを監視することができるので、多数のセンサノ
ードの情報のうち所望の情報のみを極めて容易にリアルタイムで利用することが可能とな
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、本発明の一実施形態を添付図面に基づいて説明する。
【００１０】
　図１は、本発明の第１実施形態を示すセンサネットワークシステムの構成図である。
【００１１】
　＜システム構成の概要＞
　センサノードＷＳＮ（無線センサノード）、ＭＳＮ（無線モバイルセンサノード）は、
所定の位置に設置され、あるいは所定の物あるいは人に取り付けられ、環境に関する情報
や取り付けられた物に関する情報を収集し、その情報を基地局ＢＳＴ－１～ｎに送信する
ノードである。センサノードは無線により基地局ＢＳＴ－１～ｎに接続される無線センサ
ノードＷＳＮ、ＭＳＮと、有線によりネットワークＮＷＫ－ｎに接続される有線センサノ
ードＦＳＮとから構成されている。なお、無線センサノードＷＳＮ、ＭＳＮ及び有線セン
サノードＦＳＮの総称を、単にセンサノードという。
【００１２】
　固定的に設置される無線センサノードＷＳＮは、例えば、搭載されたセンサが周期的に
周囲の状況をセンシングして、予め設定された基地局ＢＳＴへセンシング情報を送信する
。無線モバイルセンサノードＭＳＮは、ヒトが持ち歩く、クルマに搭載されるなど、移動
可能であることを前提とし、至近の基地局ＢＳＴに情報を送信する。なお、無線センサノ
ードの全体（総称）を指すときにはＷＳＮまたはＭＳＮとし、個々の無線センサノードを
指すときには、ＷＳＮ－１～ｎあるいはＭＳＮ－１～ｎのように添え字を付して表す。他
の構成要素についても以下同様に、総称を示すときには添え字無しで表し、個々を示すと
きには添え字「－１～ｎ」を付すものとする。
【００１３】
　各基地局ＢＳＴ－１～ｎには、１つまたは複数の無線センサノードＷＳＮ、ＭＳＮが接
続され、各基地局ＢＳＴ－１～ｎは、ネットワークＮＷＫ－２～ｎを介して各センサノー
ドからのデータを収集する分散データ処理サーバＤＤＳ－１～ｎに接続される。なお、ネ
ットワークＮＷＫ－２～ｎは、基地局ＢＳＴと分散データ処理サーバ（分散サーバ）ＤＤ
Ｓとを接続するためのものである。分散データ処理サーバＤＤＳは、システム規模の大き
さによって、その接続数を可変とすることができる。
【００１４】
　各分散データ処理サーバＤＤＳ－１～ｎは、無線及び有線センサノード（以下、単にセ
ンサノードという）が検出したデータ等を格納するディスク装置ＤＳＫと、図示しないＣ
ＰＵ及びメモリを備えて所定のプログラムを実行し、後述するようにセンサノードからの
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測定データを収集し、予め規定した条件に従って、データの格納、データの加工、さらに
は、ネットワークＮＷＫ－１を介して、ディレクトリサーバ（管理サーバ）ＤＲＳもしく
は他のサーバへの通知やデータ転送などのアクションを行う。なお、ネットワークＮＷＫ
－１は、ＬＡＮやインターネット等で構成される。
【００１５】
　ここで、センサノードから収集したデータは、主には、センサノードやセンサ種別など
を識別する固有のデータＩＤが付与されている数値データであり、時系列に応じた変化を
示すが、そのままではセンサノードの出力を利用するユーザ（ユーザ端末ＵＳＴ等の利用
者）が容易に理解する形式にはなっていない。そこで、ディレクトリサーバＤＲＳでは、
予め設定された定義に基づいて、センサノードの出力データをユーザが理解可能な実世界
モデル（ヒト、モノ、状態、など）に変換してからユーザに提示する。
【００１６】
　なお、分散データ処理サーバＤＤＳ－１～ｎがデータを収集する対象は、自身が接続さ
れたネットワークＮＷＫ－２～ｎの基地局ＢＳＴに所属するセンサノードや、他の基地局
ＢＳＴから移動してきた無線センサノードＭＳＮである。また、有線のセンサノードＦＳ
Ｎは、分散データ処理サーバＤＤＳ－１～ｎに接続するようにしても良い。もちろん、有
線のセンサノードＦＳＮを基地局ＢＳＴに接続し、基地局ＢＳＴが有線のセンサノードＦ
ＳＮを無線センサノードと同等に管理することもできる。
【００１７】
　ネットワークＮＷＫ－１には、分散データ処理サーバＤＤＳから送られたセンシング情
報に関連づけられた実世界モデルを管理するディレクトリサーバＤＲＳと、このディレク
トリサーバＤＲＳの情報を利用するユーザ端末ＵＳＴと、ディレクトリサーバＤＲＳや分
散データ処理サーバＤＤＳ及び基地局ＢＳＴ、センサノードの設定及び管理を行う管理端
末ＡＤＴが接続される。なお、管理端末は、センサノードを管理するセンサ管理者と、セ
ンサネットワークのサービスを管理するサービス管理者用にそれぞれ用意しても良い。
【００１８】
　ディレクトリサーバＤＲＳは、図示しないＣＰＵ、メモリ及びストレージ装置を備えて
所定のプログラムを実行し、後述するように、有意な情報に関連づけられたオブジェクト
を管理する。
【００１９】
　すなわち、ユーザは、ユーザ端末ＵＳＴを通じて実世界モデルに対してアクセスを要求
すると、ディレクトリサーバＤＲＳは実世界モデルに該当する測定データを所有する分散
データ処理サーバＤＤＳ－１～ｎにアクセスし、該当する測定データを取得し、そのセン
シングデータを、必要あればユーザにわかりやすい形に変換してユーザ端末ＵＳＴに表示
する。
【００２０】
　図２は、図１に示したセンサネットワークの機能ブロック図である。ここでは、説明を
簡易にするため、図１の分散データ処理サーバＤＤＳ－１～ｎのうち分散データ処理サー
バＤＤＳ－１の構成のみを示し、また、分散データ処理サーバＤＤＳ－１に接続された基
地局ＢＳＴ－１～ｎのうち基地局ＢＳＴ－１の構成のみを示す。他の分散データ処理サー
バＤＤＳや基地局ＢＳＴも同様に構成される。
【００２１】
　以下、各部の詳細について説明する。
【００２２】
　＜基地局ＢＳＴ＞
　無線センサノードＷＳＮ、ＭＳＮや有線センサノードＦＳＮ（以下、センサノードとい
う）からデータを収集する基地局ＢＳＴ－１は、コマンド制御部ＣＭＣ－Ｂと、センサノ
ード管理部ＳＮＭと、イベント監視部ＥＶＭとを備える。なお、センサノードは、予め設
定されたデータＩＤを付して測定データを送信する。
【００２３】
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　コマンド制御部ＣＭＣ－Ｂでは、後述する分散データ処理サーバＤＤＳ－１のコマンド
制御部ＣＭＣ－Ｄとの間でコマンドの送受を行う。例えば、分散データ処理サーバＤＤＳ
－１からのコマンドに応じて、基地局ＢＳＴ－１のパラメータの設定を実行したり、基地
局ＢＳＴ－１の状態を分散データ処理サーバＤＤＳ－１へ送信する。あるいは、基地局Ｂ
ＳＴ－１が管理するセンサノードのパラメータの設定を実行したり、センサノードの状態
を分散データ処理サーバＤＤＳ－１へ送信する。
【００２４】
　センサノード管理部ＳＮＭは、自身が管理するセンサノードの管理情報（稼動状態、残
電力など）を保持する。そして、分散データ処理サーバＤＤＳ－１からセンサノードに関
する問い合わせがあった場合には、各センサノードに代わって、管理情報を通知する。セ
ンサノードは管理に関連する処理を基地局ＢＳＴに委ねることで、自身の処理負荷を低減
することができ、余計な電力消費を抑制することが可能となる。
【００２５】
　また、センサノード管理部ＳＮＭは、イベント監視部ＥＶＭが異常を検出した場合には
、センサノードの管理情報を更新し、分散データ処理サーバＤＤＳ－１へ異常のあったセ
ンサノードに関する情報を通知する。なお、センサノードの異常とは、センサノードから
の応答がない場合や、センサノードの電力が予め設定したしきい値以下になった場合など
、センサノードの機能が停止または停止に至る状態を示す。
【００２６】
　また、センサノード管理部ＳＮＭは、コマンド制御部ＣＭＣ－Ｄからセンサノードに対
するコマンド（出力タイミングのパラメータ変更等）を受けた場合には、このコマンドを
センサノードに送信して設定を行い、設定の完了を示す通知をセンサノードから受信した
後に、センサノードの管理情報を更新する。なお、センサノードの出力タイミングは、例
えば、無線センサノードＷＳＮが基地局ＢＳＴ－１にデータを周期的に送信する際の期を
示す。
【００２７】
　基地局ＢＳＴは、予め設定された配下の無線センサノードＷＳＮ、ＭＳＮ及び有線セン
サノードＦＳＮについて管理を行い、各センサノードが測定したデータを分散データ処理
サーバＤＤＳに送信する。
【００２８】
　＜分散データ処理サーバＤＤＳ＞
　分散データ処理サーバＤＤＳ－１は、データベースＤＢを格納するディスク装置ＤＳＫ
と、後述のようなコマンド制御部ＣＭＣ－Ｄ、イベントアクション制御部ＥＡＣ、データ
ベース制御部ＤＢＣを備える。
【００２９】
　コマンド制御部ＣＭＣ－Ｄは、基地局ＢＳＴ及び後述するディレクトリサーバＤＲＳと
通信を行って、コマンド等の送受信を行う。
【００３０】
　イベントアクション制御部ＥＡＣは、センサノードからの測定データを基地局ＢＳＴか
ら受信するたびに、測定データに対応するＩＤ、すなわちデータＩＤを取得し、後述する
テーブル（図１０のイベントテーブルＥＴＢ）からデータＩＤに対応するイベントの発生
ルールを読み込んで、測定データの値に応じたイベントの発生の有無を判定する。さらに
、イベントアクション制御部ＥＡＣでは、データＩＤに該当するイベントの発生通知に対
応するアクションを実行する。なお、センサノードにセンサが１つだけ備えられている場
合は、センサノードを識別するためのセンサノードのＩＤをデータＩＤとしてもよい。
【００３１】
　また、本実施形態において、イベントとは測定データ（または加工データ）に関して予
め設定された条件を示す。また、イベントの発生とは測定データが所定の条件を満足した
ことを示すものである。
【００３２】
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　そして、アクション実施の内容としては、ユーザなどにより予め設定されたデータＩＤ
毎のルールに基づいて、測定データを加工データに変換したり、測定データと加工データ
をデータベース制御部ＤＢＣを通じてデータベースＤＢへ格納したり、また、ディレクト
リサーバＤＲＳや他のサーバに通知を行うなどの処理を含む。
【００３３】
　本実施形態では、図１で示すように、複数の基地局ＢＳＴに対して、これらのいくつか
を地域的（または、場所的）に集約する複数の分散データ処理サーバＤＤＳを配置するこ
とで、多数のセンサノードからの情報を分散して処理することが可能になる。例えば、オ
フィスなどではフロア毎に分散データ処理サーバＤＤＳを設け、工場などでは建屋毎に分
散データ処理サーバＤＤＳを設ければよい。
【００３４】
　分散データ処理サーバＤＤＳ－１のディスク装置ＤＳＫは、基地局ＢＳＴから受信した
センサノードＷＳＮ、ＭＳＮ、ＦＳＮの測定データと、これらの測定データを加工した加
工データと、基地局ＢＳＴや無線センサノードＷＳＮ、ＭＳＮ及び有線センサノードＦＳ
Ｎに関する装置データを、データベースＤＢとして格納する。
【００３５】
　そして、データ処理サーバＤＤＳ－１のデータベース制御部ＤＢＣは、イベントアクシ
ョン制御部ＥＡＣから送られたセンサノードの出力である測定データをデータベースＤＢ
に格納する。また、必要あれば測定データを数値処理したり、他データと融合することに
より得られる加工データをデータベースＤＢに格納する。なお、装置データについては、
管理者端末ＡＤＴなどからの要求に応じて随時更新される。
【００３６】
　＜ディレクトリサーバＤＲＳ＞
　複数の分散データ処理サーバＤＤＳを管理するディレクトリサーバＤＲＳは、ネットワ
ークＮＷＫ－１を介して接続されたユーザ端末ＵＳＴや管理者端末ＡＤＴからの通信を制
御するセッション制御部ＳＥＳと、後述するように、モデル管理部ＭＭＧ、モデルテーブ
ルＭＴＢ、装置管理部ＮＭＧ、アクション制御部ＡＣＣ及び検索エンジンＳＥＲから構成
される。
【００３７】
　モデル管理部ＭＭＧは、ユーザが理解し易い実世界のモデル（オブジェクト）と分散デ
ータ処理サーバＤＤＳがセンサノードから収集した測定データ、もしくは加工データとの
対応関係を実世界モデルテーブルＭＴＢに設定した実世界モデルリストＭＤＬによって管
理する。つまり、実世界モデルテーブルＭＴＢは、ユーザが理解可能な意味情報をオブジ
ェクトとし、センサノードからの測定データ（または加工データ）のＩＤと所在（格納場
所）をオブジェクトに対応付け、また、後述の属性別意味解釈リストＡＴＬによりセンサ
ノードからの測定データをユーザが理解可能な意味情報に変換するものである。
【００３８】
　ディレクトリサーバＤＲＳは、実世界モデルに相当する測定データもしくは加工データ
の存在場所の位置情報（ＵＲＬなどのリンク）も管理している。つまり、ユーザは、実世
界モデルを指定することで、時々刻々と変化するセンサノードの最新の測定情報や過去の
ログデータにダイレクトにアクセス可能となる。センサノードからの測定データ及び加工
データは、時間の経過につれて増大するのに対し、実世界モデル情報は時間が経過しても
サイズが変化することはなく、その内容のみが変化する。この実世界モデルの詳細につい
ては後述する。
【００３９】
　なお、実世界モデルテーブルＭＴＢは、ディレクトリサーバＤＲＳの所定のストレージ
装置（図示省略）などに格納される。
【００４０】
　ディレクトリサーバＤＲＳのアクション制御部ＡＣＣは、分散データ処理サーバＤＤＳ
のイベントアクション制御部ＥＡＣやコマンド制御部ＣＭＣ－Ｄと通信を行って、ユーザ



(11) JP 4885463 B2 2012.2.29

10

20

30

40

50

端末ＵＳＴや管理者端末ＡＤＴからのイベントアクションの設定要求を受け付ける。そし
て、受け付けたイベントまたはアクションの内容を解析し、解析結果に応じたディレクト
リサーバＤＲＳと分散データ処理サーバＤＤＳ－１～ｎ間の機能分担を設定する。なお、
一つのアクションやイベントは、一つの分散データ処理サーバＤＤＳだけではなく、複数
の分散データ処理サーバＤＤＳ－１～ｎに関与する場合もある。
【００４１】
　検索エンジンＳＥＲは、セッション制御部ＳＥＳが受け付けたオブジェクトに対する検
索要求に基づいて、実世界モデルテーブルＭＴＢを参照し、分散データ処理サーバＤＤＳ
のデータベースＤＢに対して検索を実行する。
【００４２】
　なお、検索要求がクエリーであれば、クエリーの内容に従ったデータベースＤＢの対応
付けと、クエリーのＳＱＬ（Structured Query Language）変換を実行し、検索を実行す
る。なお、検索対象となるデータベースＤＢは、複数の分散データ処理サーバＤＤＳにま
たがる場合がある。
【００４３】
　そして、このクエリーとしては、「最新データ取得（スナップショット／ストリーム）
」に対応する。なお、「最新データ取得（ストリーム）」はアクション制御部ＡＣＣのア
クションの設定にて対応する。つまり、該当のデータを常に所望のサーバや端末に転送す
るようなアクションの設定を、該当する分散データ処理サーバＤＤＳのイベントアクショ
ン制御部ＥＡＣに設定しておけばよい。
【００４４】
　次に、装置管理部ＮＭＧは、ネットワークＮＷＫ－１に接続されてセンサネットワーク
を構成する分散データ処理サーバＤＤＳと、分散データ処理サーバＤＤＳに接続された基
地局ＢＳＴ、基地局ＢＳＴに接続されたセンサノードを統合的に管理するものである。
【００４５】
　装置管理部ＮＭＧでは、分散データ処理サーバＤＤＳ、基地局ＢＳＴ、センサノードの
登録や検索に関するインターフェースを管理者端末ＡＤＴ等に提供し、それぞれの装置の
状態や、センサノードの状態を管理する。
【００４６】
　装置管理部ＮＭＧは、分散データ処理サーバＤＤＳや基地局ＢＳＴ、センサノードに対
してコマンドを発行することができ、このコマンドによりセンサネットワークのリソース
を管理する。なお、センサノードは上位となる基地局ＢＳＴのコマンド制御部ＣＭＣ－Ｂ
を介して装置管理部ＮＭＧからコマンドを受け、基地局ＢＳＴは上位の分散データ処理サ
ーバＤＤＳのコマンド制御部ＣＭＣ－Ｄを介して装置管理部ＮＭＧからコマンドを受ける
。
【００４７】
　なお、コマンド制御部ＣＭＣ－Ｄを介して装置管理部ＮＭＧが発行するコマンドとして
は、例えば、リセット、パラメータ設定、データ消去、データ転送、定型イベント／アク
ション設定等がある。
【００４８】
　＜センサノードの一例＞
　次に、センサノードの一例を図３～図５に示す。
【００４９】
　図３は、無線センサノードＷＳＮの一例を示すブロック図である。無線センサノードＷ
ＳＮは、測定対象の状態量（温度、圧力、位置等）または状態量の変化（低温／高温、低
圧／高圧など）を測定するセンサＳＳＲと、センサＳＳＲを制御するコントローラＣＮＴ
と、基地局ＢＳＴと通信を行う無線処理部ＷＰＲと、各ブロックＳＳＲ、ＣＮＴ、ＷＰＲ
に電力を供給する電源ＰＯＷ、送受信を行うアンテナＡＮＴから構成される。
【００５０】
　コントローラＣＮＴは、予め設定された周期でセンサＳＳＲの測定データを読み込み、
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この測定データに予め設定したデータＩＤを加えて無線処理部ＷＰＲに転送する。測定デ
ータにはセンシングを行った時間情報をタイムスタンプとして与える場合もある。無線処
理部ＷＰＲは、コントローラＣＮＴから送られたデータを基地局ＢＳＴに送信する。

　また、無線処理部ＷＰＲは基地局ＢＳＴから受信したコマンドなどをコントローラＣＮ
Ｔに送信し、コントローラＣＮＴは受信したコマンドを解析して、所定の処理（例えば、
設定変更など）を行う。また、コントローラＣＮＴは、電源ＰＯＷの残電力（または充電
量）の情報を、無線処理部ＷＰＲを介して基地局ＢＳＴに対して送信する。なお、コント
ローラＣＮＴ自身が電源ＰＯＷの残電力（または充電量）を監視し、残電力が予め設定さ
れたしきい値を下回った場合に、基地局ＢＳＴに対して電力がなくなる警報を送信するよ
うにしておいても良い。
【００５１】
　無線処理部ＷＰＲでは、限りのある電力で長時間測定を行うため、図４で示すように、
間欠的に動作して、電力消費を低減している。図中、スリープ状態ＳＬＰではコントロー
ラＣＮＴはセンサＳＳＲの駆動を停止し、所定の周期でスリープ状態から動作状態に切り
替わって、センサＳＳＲを駆動して測定データを送信する。
【００５２】
　なお、図３においては、一つの無線センサノードＷＳＮに一つのセンサＳＳＲを備えた
例を示したが、複数のセンサＳＳＲを配置しても良い。あるいは、センサＳＳＲに代わっ
て、固有の識別子ＩＤを格納したメモリを設けても良く、無線センサノードＷＳＮをタグ
として使用しても良い。
【００５３】
　また、図３、図４においては、電源ＰＯＷは、電池を使用する場合や、太陽電池や振動
発電などの自律発電機構を具備する構成としても良い。また、無線モバイルセンサノード
ＭＳＮも図３、図４と同様に構成すればよい。
【００５４】
　図５は、上記図１、図２に示した分散データ処理サーバＤＤＳ－１に接続されたセンサ
ノードの一例を示す詳細図である。
【００５５】
　本実施形態では、オフィスおよびＡ会議室、Ｂにセンサノードを設けた例を示している
。
【００５６】
　オフィスには基地局ＢＳＴ－０が設置され、オフィスの椅子にはセンサＳＳＲとして感
圧（圧力）スイッチを備えた無線センサノードＷＳＮ－０が配置される。無線センサノー
ドＷＳＮ－０は、基地局ＢＳＴ－０と通信するように設定される。
【００５７】
　Ａ会議室には基地局ＢＳＴ－１が設置され、Ａ会議室の椅子にはセンサＳＳＲとして感
圧スイッチを備えた無線センサノードＷＳＮ－３～１０が配置される。また、Ａ会議室に
は温度センサを備えた有線センサノードＦＳＮ－１が設置され、基地局ＢＳＴ－１に接続
されている。各無線センサノードＷＳＮ－３～１０及び有線センサノードＦＳＮ－１は、
基地局ＢＳＴ－１と通信するように設定される。
【００５８】
　同様に、会議室Ｂには基地局ＢＳＴ－２が設置され、会議室Ｂの椅子にはセンサＳＳＲ
として感圧スイッチを備えた無線センサノードＷＳＮ－１１～１８と、温度センサを備え
た有線センサノードＦＳＮ－２が設置され、基地局ＢＳＴ－２に接続されている。
【００５９】
　これらＡ会議室、Ｂを利用する従業者には名札を兼ねた無線センサノードＭＳＮ－１が
装着される。無線センサノードＭＳＮ－１は、従業者の体温（または周囲の温度）を測定
する温度センサＳＳＲ－１と、従業者に固有の識別子（従業者ＩＤ）を格納したタグＴＧ
－１を備える名札として構成される。無線センサノードＭＳＮ－１は基地局ＢＳＴ－０、
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１または２に、従業者ＩＤと測定データとしての温度を送信することができる。
【００６０】
　＜センサネットワークの動作概念＞
　次に、上記図１～図５に示したセンサネットワークの動作の概要について、図６～図８
を用いて説明する。
【００６１】
　図６は、実世界モデルの具体的な形であるオブジェクトとセンサノードの測定データの
関連を示すブロック図で、測定の開始時を示し、図７は、図６の状態から所定時間が経過
した状態を示す。
【００６２】
　図６において、ディレクトリサーバＤＲＳは、実世界モデルとして予め次のようなオブ
ジェクトを生成し、実世界モデルテーブルＭＴＢの実世界モデルリストＭＤＬに定義して
おく。ここでは、図５のオフィスまたはＡ会議室、Ｂ会議室を利用する従業者として鈴木
さんの場合を示し、図６に示した無線センサノードＭＳＮ－１を、この人物が装着してい
るものとする。
【００６３】
　図１２のセンサ情報テーブルＳＴＢに示されるように、各センサノードＭＳＮの測定デ
ータ（ｅｘ．温度）や位置情報がデータ格納先として指定される分散データ処理サーバＤ
ＤＳに格納されるようセンサ情報テーブルは定義されている。ここで、センサノードＭＳ
Ｎの位置情報は、センサノードＭＳＮを検出する基地局ＢＳＴのＩＤ情報として得ること
ができる。
【００６４】
　そして、実世界モデルテーブルＭＴＢの実世界モデルリストＭＤＬには、鈴木さんの位
置というオブジェクト（ＯＢＪ－１）は、測定データ１（ＬＩＮＫ－１）という格納先に
データの実体があることが定義され、実世界モデルと実際のデータの格納位置との対応関
係が管理されている。
【００６５】
　つまり、実世界モデルリストＭＤＬにおいて、鈴木さん位置（ＯＢＪ－１）というオブ
ジェクトは、測定データ１（ＬＩＮＫ－１）に対応する分散データ処理サーバＤＤＳの格
納位置に関連付けられている。図６、図７においては、鈴木さんの位置を示す無線センサ
ノードＭＳＮ－１からの位置情報（例えば「どこの基地局ＢＳＴに接続される」として定
義される）は、分散データ処理サーバＤＤＳのディスク装置ＤＳＫ１に格納される。
【００６６】
　ユーザ端末ＵＳＴから見ると、鈴木さん位置（ＯＢＪ－１）の値はディレクトリサーバ
ＤＲＳの実世界モデルテーブルＭＴＢに存在するように見えるが、実際のデータはディレ
クトリサーバＤＲＳではなく、予め設定された分散データ処理サーバＤＤＳ－１のディス
ク装置ＤＳＫ１に格納されるのである。
【００６７】
　鈴木さん着座（ＯＢＪ－２）というオブジェクトは、オフィスの椅子に装着された感圧
スイッチ（ＷＳＮ－０）から求めた着座情報が測定データ２（ＬＩＮＫ－２）に格納され
るよう、実世界モデルテーブルＭＴＢに定義される。さらに、測定データ２に対応する分
散データ処理サーバＤＤＳと格納位置が定義される。図６、図７においては、ＭＳＮ－１
及び無線センサノードＷＳＮからの着座情報は分散データ処理サーバＤＤＳ－１のディス
ク装置ＤＳＫ２に格納する。
【００６８】
　鈴木さん温度（ＯＢＪ－３）というオブジェクトは、無線センサノードＭＳＮ－１の温
度センサＳＳＲ－１が測定した温度が測定データ３（ＬＩＮＫ－３）に格納されるよう、
実世界モデルテーブルＭＴＢに定義される。さらに、測定データ３に対応する分散データ
処理サーバＤＤＳと格納位置が定義される。図６、図７においては、ＭＳＮ－１からの温
度は分散データ処理サーバＤＤＳ－１のディスク装置ＤＳＫ３に格納する。
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【００６９】
　Ａ会議室メンバ（ＯＢＪ－４）というオブジェクトは、Ａ会議室の基地局ＢＳＴ－１が
接続した無線センサノードＭＳＮの情報から求めた従業者の名前が測定データ４（ＬＩＮ
Ｋ－４）に格納されるよう、実世界モデルテーブルＭＴＢに定義される。感圧スイッチ（
ＷＳＮ－３～１０）を使用しない場合には、ある単位時間内にＡ会議室内の基地局ＢＳＴ
－１で検出された無線センサノードＭＳＮ数によりＡ会議室の人数を求めても良い。さら
に、測定データ４に対応する分散データ処理サーバＤＤＳと格納位置が定義される。図６
、図７においては、各従業者の無線センサノードＭＳＮからの個人情報は分散データ処理
サーバＤＤＳのディスク装置ＤＳＫ４に格納する。
【００７０】
　Ａ会議室人数（ＯＢＪ－５）というオブジェクトは、Ａ会議室の感圧スイッチ（ＷＳＮ
－３～１０）から求めた人数が測定データ５（ＬＩＮＫ－５）に格納されるよう、実世界
モデルテーブルＭＴＢに定義される。さらに、測定データ５に対応する分散データ処理サ
ーバＤＤＳと格納位置が定義される。図６、図７においては、無線センサノードＷＳＮ３
～１０の着座情報は分散データ処理サーバＤＤＳ－１のディスク装置ＤＳＫ５に格納する
。
【００７１】
　Ａ会議室温度（ＯＢＪ－６）というオブジェクトは、Ａ会議室の有線センサノードＦＳ
Ｎ－１が測定した温度が測定データ６（ＬＩＮＫ－６）に格納されるよう、実世界モデル
テーブルＭＴＢに定義される。さらに、測定データ６に対応する分散データ処理サーバＤ
ＤＳと格納位置が定義される。図６、図７においては、ＦＳＮ－１からの温度は分散デー
タ処理サーバＤＤＳ－１のディスク装置ＤＳＫ６に格納する。
【００７２】
　すなわち、実世界モデルテーブルＭＴＢに定義された各オブジェクトＯＢＪは、測定デ
ータに対応する格納先（ＬＩＮＫ）を格納しており、ユーザ端末ＵＳＴからは目的のデー
タがディレクトリサーバＤＲＳに存在するように見えるが、実際のデータは分散データ処
理サーバＤＤＳに格納される。
【００７３】
　そして、情報の格納先ＬＩＮＫには、センサノードが測定した測定データまたは測定デ
ータを数値変換した加工データなど、ユーザが利用可能なデータの格納位置が設定されて
いる。センサノードからの測定データの収集は各分散データ処理サーバＤＤＳで行われ、
さらに、後述するようにイベントアクションが設定されていれば、測定データに対して加
工などが加えられ、加工データとして所定の分散データ処理サーバＤＤＳに格納されてい
く。
【００７４】
　実際のセンサノードからのデータ収集と加工は分散データ処理サーバＤＤＳで行われ、
ディレクトリサーバＤＲＳでは、実世界モデルと情報の格納先及びセンサノードの定義な
どが管理される。
【００７５】
　これにより、ユーザ端末ＵＳＴの利用者はセンサノードの所在を知る必要がなく、オブ
ジェクトＯＢＪを検索することで、センサノードの測定値（または加工データ）に対応す
る所望のデータを得ることができるのである。
【００７６】
　そして、ディレクトリサーバＤＲＳは、オブジェクトＯＢＪ毎の格納先（リンク先）を
管理し、実際のデータは分散データ処理サーバＤＤＳが分散的に格納・処理するので、セ
ンサノードの数が膨大になったとしても、センサデータ処理の負荷が過大になるのを防ぐ
ことができるのである。また、多数のセンサノードを使用しながら、ディレクトリサーバ
ＤＲＳと分散データ処理サーバＤＤＳ及びユーザ端末ＵＳＴを接続するネットワークＮＷ
Ｋ－１のトラフィックが過大になるのを抑制できるのである。
【００７７】
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　図６の状態から所定時間経過した図７では、分散データ処理サーバＤＤＳ－１のディス
ク装置ＤＳＫ１～６にセンサノードからの実際の測定データが書き込まれ、時間の経過と
ともにデータ量は増大する。
【００７８】
　一方、ディレクトリサーバＤＲＳの実世界モデルテーブルＭＴＢのモデルリストＭＤＬ
に設定されたオブジェクトＯＢＪ－１～６に対応する格納先ＬＩＮＫ－１～６は、時間が
経過しても情報量は変化することなく、格納先ＬＩＮＫ－１～６が指し示す情報の内容が
変化する。
【００７９】
　つまり、ディレクトリサーバＤＲＳが管理するオブジェクトＯＢＪ－１～６の情報量と
、分散データ処理サーバＤＤＳ－１が管理する測定データ１～６のデータ量と時間の関係
は、図８のように、オブジェクトのデータ量が一定であるのに対し、測定データは時間の
経過につれて増加する。
【００８０】
　例えば、ひとつの基地局ＢＳＴに数百のセンサノードが接続され、ひとつの分散データ
処理サーバＤＤＳに数個の基地局ＢＳＴが接続され、ひとつのディレクトリサーバＤＲＳ
に数十の分散データ処理サーバＤＤＳが接続される場合、センサノードの総数は数千乃至
数万となる。仮に、各センサノードが１分毎に順次データを送るとすれば、毎秒百乃至千
程度の測定データが分散データ処理サーバＤＤＳに送られて、イベントの有無が判定され
、イベントが発生した場合には所定のアクションにより通知やデータの加工などの処理が
生じることになる。これらの処理を一つあるいは、少数のサーバで実現しようとすれば、
サーバ自体の負荷やサーバと接続するためのネットワークの負荷が極めて大きくなる。さ
らに、収集したデータや加工したデータについて、ユーザ端末ＵＳＴからアクセスが発生
するため、ユーザ端末ＵＳＴへデータを提供するためにもサーバの負荷やネットワークの
負荷はさらに大きくなる。
【００８１】
　そこで、ユーザ端末ＵＳＴからアクセスを受け付け、センサノードの情報の格納先を管
理するディレクトリサーバＤＲＳと、複数の基地局ＢＳＴを管理して、基地局ＢＳＴに割
り当てられたセンサノードからデータを収集し、加工する分散データ処理サーバＤＤＳと
で処理の分担を行う。
【００８２】
　センサノードからの情報は、複数の分散データ処理サーバＤＤＳで分散して収集し、各
分散データ処理サーバＤＤＳでそれぞれデータの格納あるいは加工を行うことで、多数の
センサノードのデータ収集及び加工処理を分散し、特定のサーバに負荷が集中するのを防
ぐことができる。
【００８３】
　一方、ディレクトリサーバＤＲＳは、センサノードの測定データから得られた情報の格
納先を集中的（一元的）に管理し、ユーザ端末ＵＳＴにオブジェクトと格納先ＬＩＮＫの
対応関係を提供する。ユーザは、センサノードの物理的な位置等を知らなくとも、ディレ
クトリサーバＤＲＳに目的のオブジェクトについて問い合わせを行えば、データの格納位
置から有意な情報を得ることができる。つまり、情報の格納先をディレクトリサーバＤＲ
Ｓで集中管理することにより、センサノードの所在に係わらず、ユーザ端末ＵＳＴはディ
レクトリサーバＤＲＳにアクセスすれば、目的のセンサノードに関する測定データまたは
加工データを得ることができるのである。
【００８４】
　そして、ディレクトリサーバＤＲＳは、分散データ処理サーバＤＤＳから得られたデー
タを属性別意味解釈リストＡＴＬに基づいて、ユーザが理解可能な情報（意味情報）に変
換してユーザ端末ＵＳＴに提供する。
【００８５】
　また、ディレクトリサーバＤＲＳに格納するオブジェクトは、構築するシステム構成に
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応じて設定・変更されるものであり、センサノードが検出する測定データのように経時的
に変化するものではないので、オブジェクトを集中的に管理する部分は経時的な測定デー
タの負荷変動の影響を受けない。したがって、分散データ処理サーバＤＤＳとの間で直接
的にセンサノードのデータをやり取りすることが抑制されるので、ディレクトリサーバＤ
ＲＳに接続されたネットワークＮＷＫ－１の負荷が過大になるのを抑制できる。
【００８６】
　なお、図６、図７では、別々の分散データ処理サーバＤＤＳに対して、それぞれにディ
スク装置ＤＳＫが接続された場合を示したが、図５のように、１つの分散データ処理サー
バＤＤＳを設け、これに複数のディスク装置ＤＳＫを設けてもよく、複数の分散データ処
理サーバＤＤＳにグループ分けしてディスク装置ＤＳＫを接続することも可能である。
【００８７】
　＜測定データとイベントの関係＞
　次に、分散データ処理サーバＤＤＳで収集される測定データと、測定データに基づくイ
ベントアクションの関係を図９、図１０に示す。
【００８８】
　図９において、分散データ処理サーバＤＤＳのイベントアクション制御部ＥＡＣは、基
地局ＢＳＴから収集される測定データをイベントに対応付けるイベントテーブルＥＴＢを
備える。
【００８９】
　イベントテーブルＥＴＢは、図１０で示すように、測定データに付与されるデータＩＤ
（図１２のＩＤ及び図１４のデータＩＤに対応）と、測定データに関してイベントの発生
判断条件であるＥＶＴと、測定データをデータベースＤＢに格納するか否かを決定するデ
ータ格納ＤＨＬとから１レコードが構成されている。
【００９０】
　例えば、図中、データＩＤが「ＸＸＸ」の測定データは、その値がＡ１より大のときに
イベントの発生をディレクトリサーバＤＲＳに通知する。なお、データＩＤが「ＸＸＸ」
の測定データは、データ到着毎に、ディスク装置ＤＳＫに書き込まれるように設定される
。ディスクＤＳＫへの格納は、イベントテーブルＥＴＢのアクション欄に設定された設定
に基づくものである。
【００９１】
　分散データ処理サーバＤＤＳでは、基地局ＢＳＴから受信した測定データを、まず、セ
ンシングデータＩＤ抽出部ＩＤＥで受け付け、測定データに付与されているＩＤであるデ
ータＩＤを抽出する。また、センシングデータＩＤ抽出部ＩＤＥは、測定データを最新デ
ータメモリＬＤＭに送る。
【００９２】
　抽出されたデータＩＤはイベント検索部ＥＶＳに送られて、イベントテーブルＥＴＢを
検索し、データＩＤが一致するレコードがあれば、当該レコードのイベント内容ＥＶＴと
測定データをイベント発生判定部ＥＶＭに送る。
【００９３】
　イベント発生判定部ＥＶＭでは、測定データの値とイベント内容ＥＶＴを比較して、条
件を満たせばイベントの発生を、ネットワーク処理部ＮＷＰからネットワークＮＷＫ－１
を通じて、ディレクトリサーバＤＲＳに通知する。また、イベント発生判定部ＥＶＭは、
データ格納ＤＨＬの要求を最新データメモリに伝える。
【００９４】
　ＤＢ制御部ＤＢＣは、イベントテーブルＥＴＢのデータ格納ＤＨＬがＹＥＳとなってい
るデータについては、最新データメモリＬＤＭからデータを受け取り、ディスク装置ＤＳ
Ｋに書き込みを行う。
【００９５】
　分散データ処理サーバＤＤＳは、ネットワーク処理部ＮＷＰがディレクトリサーバＤＲ
Ｓより測定データの参照要求を受信した場合、データアクセス受け付け部ＤＡＲに当該ア
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クセス要求を送る。
【００９６】
　データアクセス受け付け部ＤＡＲでは、アクセス要求が最新のデータであれば、アクセ
ス要求に含まれるデータＩＤに対応する測定データを最新データメモリＬＤＭから読み込
んで、ネットワーク処理部ＮＷＰへ返送する。あるいは、アクセス要求が過去のデータで
あれば、アクセス要求に含まれるデータＩＤに対応する測定データをディスク装置ＤＳＫ
から読み込んで、ネットワーク処理部ＮＷＰへ返送する。
【００９７】
　このように、分散データ処理サーバＤＤＳでは、基地局ＢＳＴから収集したセンサノー
ドのデータのうち、最新のデータを最新データメモリＬＤＭに保持し、さらに、後で参照
が必要と予想されるデータについてのみディスク装置ＤＳＫに記録する。また、イベント
発生時のデータのみ、データをディスク装置ＤＳＫに記録する設定も可能である。この場
合には、周期的（観測間隔）に収集するデータによるディスク使用量増加を防ぐことがで
きる。以上の方法により、ひとつの分散データ処理サーバＤＤＳで複数の基地局ＢＳＴ（
つまり、多数のセンサノード）を管理することが可能となる。
【００９８】
　＜装置管理部ＮＭＧ及びモデル管理部ＭＭＧの詳細＞
　　＜装置管理部ＮＭＧ＞
　図１１は、図２に示したディレクトリサーバＤＲＳの、装置管理部ＮＭＧとモデル管理
部ＭＭＧ及び実世界モデルテーブルＭＴＢの詳細を示す。
【００９９】
　まず、ディレクトリサーバＤＲＳの装置管理部ＮＭＧは、センサノードを管理するセン
サ情報テーブルＳＴＢと、センサ情報テーブルＳＴＢにセンサノードを登録／変更するた
めの登録インターフェースと、センサ情報テーブルＳＴＢの内容を検索する検索インター
フェースを備える。なお、ここでは、センサ情報テーブルＳＴＢは、センサ管理者端末Ａ
ＤＴ－Ａにより管理されるものとする。
【０１００】
　センサ情報テーブルＳＴＢは、図１２で示すように、センサノード毎、または、センサ
毎などセンサデータソースに対して予め割り当てられたデータＩＤと、センサノードの種
類を示すセンサ種別と、センサノードの測定対象を示す意味と、センサノードが測定する
計測値の内容と、センサノードを設置した位置（または対象）を示す設置場所と、センサ
ノードが測定対象から測定値を検出する周期を示す観測間隔と、測定したデータの格納先
（分散データ処理サーバＤＤＳ－１～ｎ上の格納位置）を示すデータ格納先が、１レコー
ドで構成され、データＩＤをインデックスとして管理される。
【０１０１】
　例えば、図５に示した名札として構成された無線センサノードＭＳＮ－１のタグＴＧ－
１は、センサノードのデータＩＤが０１に割り当てられ、測定対象が無線センサノードＭ
ＳＮ－１の場所（位置）であり、測定の周期が３０秒おきであり、測定データは分散デー
タ処理サーバＤＤＳ－１に格納されることを示している。同様に、名札として構成された
無線センサノードＭＳＮ－１に配置されたセンサＳＳＲ－１は、データＩＤが０２に割り
当てられ、測定対象が周囲の温度であり、測定の周期が６０秒おきであり、測定データは
分散データ処理サーバＤＤＳ－２に格納されることを示している。
【０１０２】
　このセンサ情報テーブルＳＴＢは、上記センサ管理者端末ＡＤＴ－Ａから設定されたも
のであり、センサ管理者やサービス管理者はセンサ情報テーブルＳＴＢを参照することに
より、センサノードの機能と位置及び測定データの格納先を知ることができる。
【０１０３】
　また、センサノードがデータを測定する周期が一定でない場合には、図１２に示すデー
タＩＤ＝０３の着座センサのように、観測間隔を「イベント」とすることにより、周期に
関わらず、センサが特定の状態を検出したときのみ、この状態を分散データ処理サーバＤ
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ＤＳに通知する。
【０１０４】
　＜モデル管理部ＭＭＧ＞
　次に、図１１に示すモデル管理部ＭＭＧ及び実世界モデルテーブルＭＴＢについて説明
する。
【０１０５】
　モデル管理部ＭＭＧが管理する実世界モデルテーブルＭＴＢは、センサノードの測定デ
ータがどのような意味を持つのかを解釈するための属性別意味解釈リストＡＴＬと、図６
に示したオブジェクトＯＢＪ－１～ｎのモデル名と実際の情報の格納位置との対応関係を
示す実世界モデルリストＭＤＬと、オブジェクトＯＢＪ－１～ｎ間の相関関係を示すモデ
ルバインドリストＭＢＬとから構成される。
【０１０６】
　そして、モデル管理部ＭＭＧは、これら実世界モデルテーブルＭＴＢの各リストを管理
するため、属性別意味解釈リストＡＴＬを管理する属性別意味解釈リスト管理部ＡＴＭと
、実世界モデルリストＭＤＬを管理する実世界モデルリスト管理部ＭＬＭと、モデルバイ
ンドリストＭＢＬを管理するモデルバインドリスト管理部ＭＢＭを備え、各管理部は、リ
ストの登録／変更を行うための登録インターフェースと、各リストの検索を行うための検
索インターフェースをそれぞれ備えている。
【０１０７】
　なお、ここでは、実世界モデルテーブルＭＴＢは、サービス管理者端末ＡＤＴ－Ｂを利
用するサービス管理者により管理されるものとする。なお、図１１において、センサ管理
者端末とサービス管理者端末は、図１に示したように一つの管理端末ＡＤＴを用いても良
い。
【０１０８】
　また、センサネットワークを利用するユーザ端末ＵＳＴは、各リストの検索インターフ
ェースを介して所望のリストからオブジェクトＯＢＪの検索を行う。
【０１０９】
　まず、属性別意味解釈リスト管理部ＡＴＭが管理する属性別意味解釈リストＡＴＬは、
センサノードＷＳＮ、ＭＳＮ、ＦＳＮからの戻り値（測定値）や分散データ処理サーバＤ
ＤＳで変換した加工データは、そのままの値ではユーザ端末ＵＳＴの利用者（以下、単に
ユーザとする）が理解することができないため、図１３に示すように、センサノードの出
力値を有意な情報に変換するためのテーブルを備える。図１３は、オブジェクトＯＢＪ－
１～ｎに対応して予め設定されたものである。
【０１１０】
　図１３において、名前テーブルＡＴＬ－ｍは、図６に示した鈴木さん位置ＯＢＪ－１に
対応付けられたもので、図１２で示したように、センサ種別が名札であるセンサノードＭ
ＳＮ－１に設定されたタグＴＧに設定された識別子からの戻り値（測定値）に応じた人名
が意味の欄に対応付けられている。
【０１１１】
　図１３において、場所テーブルＡＴＬ－ｐは、名札を装着した従業者の位置を示すテー
ブルで、戻り値（例えばセンサノードが接続される基地局のＩＤ）に対応した場所の名称
が意味の欄に対応付けられている。例えば、戻り値が０１の場合は、場所がオフィスであ
ることを意味している。
【０１１２】
　また、図１３の着座テーブルＡＴＬ－ｓは、図５に示したオフィス内もしくは、Ａ会議
室の椅子の着席状態を示し、各椅子（各無線センサノードＷＳＮ－３～１０）毎に設けら
れ、無線センサノードＷＳＮ－３～１０の戻り値（測定値）に応じた着席状態（在籍また
は不在）が格納される。例えば、戻り値が００の場合、在席（着席）状態であることを示
し、戻り値が０１の場合は不在であることを示す。
【０１１３】
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　同様に、図１３の温度テーブルＡＴＬ－ｔは、図５に示した温度センサ（ＭＳＮ－１の
ＳＳＲ－１、ＦＳＮ－１、２）の示す値を示すテーブルであり、戻り値（温度センサの測
定データ）を温度ｙに変換する関数ｆ（ｘ）が意味の欄に格納される。
【０１１４】
　図１３において、人数テーブルＡＴＬ－ｎは、Ａ会議室にいる従業者の人数を示すテー
ブルで、戻り値（Ａ会議室内椅子センサの着席数、あるいは、Ａ会議室内のモバイルノー
ドＭＳＮの数）に対応した人数が意味の欄に対応付けられている。
【０１１５】
　このように、属性別意味解釈リストＡＴＬには、測定データに対する意味を定義するリ
ストであり、生成したオブジェクトに応じてそれぞれのテーブルが設定される。
【０１１６】
　次に、実世界モデルリストＭＤＬは、サービス管理者などが予め設定したもので、図１
４で示すように、オブジェクト毎に設定されたモデル名に対応する情報の位置が、情報リ
ンク先に格納される。つまり、モデル名と情報リンク先及びデータＩＤが対になったもの
が実世界モデルリストＭＤＬを構成する。
【０１１７】
　ディレクトリサーバＤＲＳは、モデルリストＭＤＬによりユーザが理解可能な有意な情
報のみを管理しており、この有意な情報の所在は分散データ処理サーバＤＤＳ－１～ｎの
何れかとなる。このため、モデルリストＭＤＬに定義したオブジェクトＯＢＪは、有意な
情報の実体が何処にあるかを情報リンク先に設定しておく。なお、この情報リンク先はサ
ービス管理者などが予め設定したものである。同様に、データＩＤは、オブジェクトの値
の元になるセンサデータ（センサノードから直接得られるデータ、もしくは、加工されて
得られるデータ）に対応する値である。
【０１１８】
　図１４においては、例えば、鈴木さんの位置ＯＢＪ－１に対してＬＩＮＫ－１という情
報リンク先が格納されており、この情報リンク先にはＵＲＬやパスなどが格納され、ユー
ザ端末ＵＳＴから、このオブジェクトを検索すると情報リンク先から有意な情報（オブジ
ェクトの実体）を得ることができる。
【０１１９】
　例えば、ユーザ端末ＵＳＴからキーワードなどをディレクトリサーバＤＲＳの検索エン
ジンＳＥＲに送信すると、モデルリストＭＤＬのモデル名の中からキーワードを含むモデ
ル名のリストが検索エンジンＳＥＲから返信される。ユーザ端末ＵＳＴを操作するユーザ
は、所望のモデル名を選択すると、まず、情報リンク先ＬＩＮＫに設定された分散データ
処理サーバＤＤＳから、ディレクトリサーバＤＲＳの情報リンク先に対応するデータを取
得する。
【０１２０】
　ディレクトリサーバＤＲＳは、取得したデータを属性別意味解釈リストＡＴＬに基づい
て、ユーザが理解可能な情報に変換してからユーザ端末ＵＳＴに送信する。
【０１２１】
　したがって、ユーザは個々のセンサノードに関する知識や所在を知らなくとも、必要な
情報を認識できる情報として取得できるのである。
【０１２２】
　そして、分散データ処理サーバＤＤＳでは、センサノードから収集したデータを、収集
する度にユーザに理解可能な形に変換する必要がないので、多数のセンサノードのデータ
を収集・管理する分散データ処理サーバＤＤＳの負荷を大幅に低減できる。このデータの
変換処理は、ユーザから要求に基づいてディレクトリサーバＤＲＳが必要に応じて行うこ
とにより、不要な変換処理が行われるのを抑制でき、センサネットワークのリソースを無
駄なく機能させることが可能となる。
【０１２３】
　次に、オブジェクトＯＢＪ－１～ｎ間の相関関係を示すモデルバインドリストＭＢＬは
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、実世界モデルリストＭＤＬのオブジェクトＯＢＪに共通する要素について、関連する情
報を集約したものである。
【０１２４】
　モデルバインドリストＭＢＬの一例としては、図１５に示すように、実世界モデルリス
トＭＤＬのオブジェクトＯＢＪのうち、共通する要素として「人名」（図中「鈴木さん」
）と「Ａ会議室」に関連するものを抽出したものである。例えば、図１３の属性別意味解
釈リストＡＴＬの名前テーブルＡＴＬ－ｍの意味欄に登録された「鈴木さん」という人名
に関連するオブジェクトＯＢＪとして、位置ＯＢＪ－１、オフィス内自席の着座状態ＯＢ
Ｊ－２、温度ＯＢＪ－３があり、鈴木さんという人名に関連したオブジェクトのリンク先
を、図示のように「位置」ＬＩＮＫ－１、「着座状態」ＬＩＮＫ－２、「温度」ＬＩＮＫ
－３とツリー状に設定し、これを人名に関するモデルバインドリストＭＢＬ－Ｐとする。
【０１２５】
　同様に、Ａ会議室という要素から実世界モデルリストＭＤＬを見ると、「メンバ」、「
人数」、「温度」というオブジェクトＯＢＪ－４～６があり、Ａ会議室という場所に関連
したオブジェクトの情報リンク先ＬＩＮＫ－４～６を、図示のように「メンバ」、「人数
」、「温度」とツリー状に設定し、これをＡ会議室に関するモデルバインドリストＭＢＬ
－Ｒとする。
【０１２６】
　このように、モデルバインドリストＭＢＬは、実世界モデルリストＭＤＬのオブジェク
トの要素のうち、共通情報について関連付けを行った情報となる。なお、このモデルバイ
ンドリストＭＢＬの関連付けは、サービス管理者などが予め設定する。
【０１２７】
　＜モデル管理部ＭＭＧの動作＞
　次に、センサネットワークシステムの動作について、以下に説明する。
【０１２８】
　　＜センサノードの登録＞
　まず、センサノードの登録の手順について、図１６、図１７を参照しながら説明する。
センサ管理者は、センサノードを所定の場所または人にセンサノードを設置した後、図１
６のタイムチャートに従ってディレクトリサーバＤＲＳにセンサノードの登録を行う。
【０１２９】
　図１６において、まず、センサ管理者はセンサ管理者端末ＡＤＴ－Ａからディレクトリ
サーバＤＲＳに接続し、装置管理部ＮＭＧの登録インターフェースを呼び出す。そして、
センサ管理者端末ＡＤＴ－Ａから図１７に示すデータフォーマットに従って、新たに追加
するセンサノードのデータＩＤ、センサ種別、属性、計測値、設置場所、観測間隔、デー
タ格納先を設定し、ディレクトリサーバＤＲＳの装置管理部ＮＭＧに登録要求として送信
する（ＲＧ－１）。ここで、登録に先立って、センサノードデータを受信する分散データ
サーバＤＤＳに対して、データ格納先の確保と属性の指定を行っておくものとする。
【０１３０】
　ディレクトリサーバＤＲＳは、装置管理部ＮＭＧは、この登録要求を受信すると、図１
２に示したセンサ情報テーブルＳＴＢに当該登録要求のあったセンサノードの情報を追加
する。そして、装置管理部ＮＭＧは新たに追加したセンサノードについてデータＩＤを割
り当てる。このデータＩＤは、センサ管理者端末ＡＤＴ－Ａから割り当てるようにしても
良い。
【０１３１】
　装置管理部ＮＭＧは、データ格納先に指定された分散データ処理サーバＤＤＳに対して
、登録要求のあったセンサノードの測定データの格納先の割り当てを行った後、センサ情
報テーブルＳＴＢの１レコードを完成させる。
【０１３２】
　そして、装置管理部ＮＭＧは、新たなレコードが追加されたことを示す完了通知（ＡＣ
Ｋ）をセンサ管理者端末ＡＤＴ－Ａに返信し、登録処理を終了する。
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【０１３３】
　なお、図示はしないが、ディレクトリサーバＤＲＳからセンサノードの登録通知を受け
た分散データ処理サーバＤＤＳは、該当するデータＩＤのデータを送出するセンサノード
について、所定の観測間隔で測定値を送出するよう指令する。基地局ＢＳＴのセンサ管理
部ＳＮＭには、指令のあったデータＩＤ、および、観測間隔を登録しておく。
【０１３４】
　これにより、新たなセンサノードは、所属する基地局ＢＳＴとの間で通信を行って、こ
のセンサノードが所属する分散データ処理サーバＤＤＳに対して測定データを送信するこ
とができる。
【０１３５】
　　＜オブジェクトの定義＞
　次に、上記図１６、図１７でディレクトリサーバＤＲＳに登録したセンサノードについ
て、センサノードの測定データとオブジェクトとの関係を生成する処理について、図１８
を参照しながら説明する。なお、この処理は、センサネットワークのサービス管理者が行
うものとする。
【０１３６】
　図１８において、サービス管理者はサービス管理者端末ＡＤＴ－Ｂからディレクトリサ
ーバＤＲＳに接続し、装置管理部ＮＭＧの検索インターフェースを呼び出す。そして、所
望のセンサノードの検索をデータＩＤなどに基づいて行い、検索条件に一致したセンサノ
ードをサービス管理者端末ＡＤＴ－Ｂに返信する。
【０１３７】
　サービス管理者端末ＡＤＴ－Ｂでは、装置管理部ＮＭＧから受信したセンサノードの検
索結果を図示しない表示装置などに出力する。
【０１３８】
　サービス管理者は、サービス管理者端末ＡＤＴ－Ｂに表示されたセンサノードから所望
のセンサノードを選択し、このセンサノードの測定データに対応付けるオブジェクトを設
定して、ディレクトリサーバＤＲＳのモデル管理部ＭＭＧに登録する。
【０１３９】
　例えば、図１２に示したセンサ情報テーブルＳＴＢのデータＩＤ＝０１の名札型センサ
ノード（図５のＭＳＮ－１）のオブジェクトとして、「鈴木さんの位置」というオブジェ
クトＯＢＪ－１を登録する。この登録によって、オブジェクトとその情報リンクの関係を
示す実世界モデルリスト（ＭＤＬ）が生成される（図１４）。
【０１４０】
　そして、モデル管理部ＭＭＧは、「鈴木さんの位置」というオブジェクトＯＢＪ－１に
ついて、タグのＩＤがＴＧ－１（鈴木さんの識別子）のセンサノードＭＳＮを受信した基
地局ＢＳＴの位置が、例えば、分散データ処理サーバＤＤＳ－１に格納されるように関連
付けの設定指令を行う。
【０１４１】
　指令を受けた分散データ処理サーバＤＤＳ－１では、イベントアクション制御部ＥＡＣ
にて、タグのＩＤが鈴木さんを示すＴＧ－１のデータを受信したら、受信した基地局ＢＳ
Ｔの位置を椎別する値を、分散データ処理サーバＤＤＳ－１のデータベースＤＢへ格納す
るようアクションの登録が行われる。
【０１４２】
　そして、分散データ処理サーバＤＤＳ－１のデータベースＤＢに格納された「鈴木さん
の位置」というデータの実体に対して、実世界モデルリストＭＤＬのオブジェクトＯＢＪ
－１に対応する情報格納先が設定される。
【０１４３】
　あるいは、「鈴木さん着座」というオブジェクトＯＢＪ－２については、モデル管理部
ＭＭＧは、センサＳＳＲとして感圧スイッチを備えた無線センサノードＷＳＮ－０の測定
値がＯＮであれば「００」という値を分散データ処理サーバＤＤＳ－１のデータベースＤ
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Ｂに書き込み、無線センサノードＷＳＮ－０の測定値がＯＦＦであれば「０１」という情
報を分散データ処理サーバＤＤＳ－１のデータベースＤＢに書き込むよう分散データ処理
サーバＤＤＳ－１に指令する。
【０１４４】
　この指令を受けた分散データ処理サーバＤＤＳ－１では、イベントアクション制御部Ｅ
ＡＣにて、センサノードＷＳＮ－０の測定データ値である「００」または「０１」（それ
ぞれ、ＯＮ／ＯＦＦに相当）を、データ処理サーバＤＤＳ－１のデータベースＤＢに書き
込む処理を行う。
【０１４５】
　そして、上記と同様に、分散データ処理サーバＤＤＳ－１のデータベースＤＢに格納さ
れた「鈴木さん着座」というデータの実体に対して、実世界モデルリストＭＤＬのオブジ
ェクトＯＢＪ－２に対応する情報格納先が設定される。
【０１４６】
　こうして、モデル管理部ＭＭＧが設定したオブジェクト（情報格納先）と、実際に情報
を格納する分散データ処理サーバＤＤＳとの対応関係が設定される。
【０１４７】
　モデル管理部ＭＭＧは、図１４で示したように、「鈴木さん位置」ＯＢＪ－１というオ
ブジェクトを生成し、実世界モデルリストＭＤＬにモデル名と、センサノードの測定デー
タに付されたデータＩＤ及び情報格納先を格納する。オブジェクトの登録が完了すると、
モデル管理部ＭＭＧはサービス管理者端末ＡＤＴ－Ｂに完了通知を送信する。
【０１４８】
　サービス管理者端末ＡＤＴ－Ｂでは、受信したオブジェクトの生成完了通知を表示し、
さらにオブジェクトを生成する場合には、上記の処理を繰り返して実行し、所望のオブジ
ェクトを生成する。
【０１４９】
　　＜モデルバインドリストの定義＞
　次に、上記モデルリストＭＤＬの定義によって、複数のオブジェクトを生成した後に、
複数のオブジェクトＯＢＪ－１～ｎ間の相関関係を示すモデルバインドリストＭＢＬの設
定について、図１９を参照しながら説明する。
【０１５０】
　図１９において、サービス管理者はサービス管理者端末ＡＤＴ－Ｂからディレクトリサ
ーバＤＲＳのモデル管理部ＭＭＧに接続し、モデル管理部ＭＭＧの検索インターフェース
を呼び出す。そして、所望のオブジェクトの検索を行い、検索条件に一致したオブジェク
トをサービス管理者端末ＡＤＴ－Ｂに返信する。
【０１５１】
　サービス管理者端末ＡＤＴ－Ｂは、モデル管理部ＭＭＧから受信したオブジェクトの検
索結果を図示しない表示装置などに出力する。
【０１５２】
　サービス管理者は、サービス管理者端末ＡＤＴ－Ｂに表示されたオブジェクトから所望
のオブジェクトを選択し、各オブジェクトに共通する要素をモデルバインドリストとして
生成するように、ディレクトリサーバＤＲＳのモデル管理部ＭＭＧに要求する。
【０１５３】
　例えば、図１５で示したように、「鈴木さん」という人名をモデルバインドリストＭＢ
Ｌ－Ｐとして生成し、このモデルバインドリストＭＢＬ－Ｐに鈴木さん位置ＯＢＪ－１、
鈴木さん着座状態ＯＢＪ－２、鈴木さん温度ＯＢＪ－３などのオブジェクトを対応付ける
。
【０１５４】
　モデル管理部ＭＭＧは、モデルバインドリストＭＢＬ－Ｐと各オブジェクトＯＢＪ－１
～３の情報の格納先を関連づけて、モデルバインドリストＭＢＬに格納する。
【０１５５】
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　モデルバインドリストＭＢＬの登録が完了すると、モデル管理部ＭＭＧはサービス管理
者端末ＡＤＴ－Ｂに完了通知を送信する。
【０１５６】
　サービス管理者端末ＡＤＴ－Ｂでは、受信したモデルバインドリストの生成完了通知を
表示し、さらにモデルバインドリストを生成する場合には、上記の処理を繰り返して実行
し、所望のモデルバインドリストを生成する。
【０１５７】
　　＜モデルバインドリストの検索＞
　次に、上記のように設定したモデルバインドリストＭＢＬにより、センサネットワーク
のユーザが、モデルバインドリストを用いてセンサノードのデータを参照する処理の一例
について、図２０、図２１を参照しながら説明する。
【０１５８】
　図２０において、ユーザ端末ＵＳＴは、ディレクトリサーバＤＲＳの検索エンジンＳＥ
Ｒに接続し、モデルバインド管理部ＭＢＭに対して、モデルバインドリストＭＢＬの検索
を要求する。この検索要求は、例えば、キーワード検索や図１５のようなＧＵＩなどで行
われる。
【０１５９】
　モデルバインド管理部ＭＢＭは、要求のあった検索結果をユーザ端末ＵＳＴに応答し、
ユーザ端末ＵＳＴの図示しない表示装置などに、検索要求に一致したモデルバインドリス
トの結果を表示する。
【０１６０】
　ユーザ端末ＵＳＴにおいて、ユーザが検索結果の中から任意のモデルバインドリストを
選択し、情報を要求する（ＳＴＥＰ１１０）。
【０１６１】
　ここで、モデルバインドリストは、図１５で示したように、オブジェクトＯＢＪ間で共
通する要素についてまとめたツリー構造のリンク先で構成され、ユーザ端末ＵＳＴでモデ
ルバインドリストに表示された何れかのリンク先を選択することで、情報の要求がリンク
先の分散データ処理サーバＤＤＳに対して行われる。
【０１６２】
　分散データ処理サーバＤＤＳでは、ユーザ端末ＵＳＴから要求のあった測定データまた
は加工データにアクセスを行って、アクセスした結果をディレクトリサーバＤＲＳの属性
別意味解釈リスト管理部ＡＴＭに返信する。
【０１６３】
　ディレクトリサーバＤＲＳでは、属性別意味解釈リスト管理部ＡＴＭが、分散データ処
理サーバＤＤＳから送信された測定データのデータＩＤから、図１３に示した属性別意味
解釈リストＡＴＬの戻り値に対する意味を取得する（ＳＴＥＰ１１２）。
【０１６４】
　次に、ディレクトリサーバＤＲＳの検索エンジンＳＥＲは、属性別意味解釈リスト管理
部ＡＴＭで解析した測定データに対応する意味をユーザ端末ＵＳＴに返信し、ユーザ端末
ＵＳＴでは当該ディレクトリサーバＤＲＳからの応答を分散データ処理サーバＤＤＳから
の返信に代わって表示する。
【０１６５】
　例えば、図１５のモデルバインドリストＭＢＬ－Ｐのリンク先ＬＩＮＫ－１を選択した
場合、ユーザ端末ＵＳＴから鈴木さん位置ＯＢＪ－１について予め設定した分散データ処
理サーバＤＤＳ－１の測定データにアクセスが行われる。リンク先ＬＩＮＫ－１が例えば
、図１２に示したセンサ情報テーブルＳＴＢのデータ格納先に対応付けられていれば、分
散データ処理サーバＤＤＳは、このデータ格納先に対応するデータベースＤＢから測定デ
ータである無線センサノードＭＳＮ－１の測定データを読み込んでディレクトリサーバＤ
ＲＳに返信する。
【０１６６】
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　ディレクトリサーバＤＲＳでは、データと共に格納されているデータ属性から、属性別
意味解釈リストＡＴＬの場所テーブルＡＴＬ－ｐを選択し、戻り値（測定データ）に対応
する意味を取得する。この場合、例えば、図２１で示すように、戻り値＝０２であれば、
モデルバインドリストＭＢＬ－Ｐのリンク先ＬＩＮＫ－１の情報は、「Ａ会議室」となる
。したがって、モデルバインドリストＭＢＬ－Ｐの「鈴木さん位置」というオブジェクト
ＯＢＪ－１に対する応答はセンサノードＭＳＮ－１の測定データ「０２」という値から、
「Ａ会議室」というユーザにとって有意な意味を持つ情報に変換されてユーザ端末ＵＳＴ
に表示（または通知）される。なお、本例ではデータ属性はデータと供に取得される方式
を示したが、実世界モデルリストＭＤＬの登録時に、モデルに対して属性を指定しておく
方法でも良い。この場合には、予めセンサノード登録時に、センサノードからのデータを
受信する分散データ処理サーバＤＤＳに対して、データ格納先の確保と属性の指定を行っ
ておけばよい。
【０１６７】
　図２２は、上記図２０の処理を、図１５のモデルバインドリストＭＢＬ－Ｐの「鈴木さ
ん着座状態」ＬＩＮＫ－２について行ったものである。この場合も、各無線センサノード
ＷＳＮ－３～１０からの戻り値「００」が分散データ処理サーバＤＤＳから読み込まれ、
ディレクトリサーバＤＲＳの属性別意味解釈リスト管理部ＡＴＭにて、戻り値＝「００」
が「在席」となり、「鈴木さんは在席しています」という有意な情報を検索エンジンＳＥ
Ｒからユーザ端末ＵＳＴに返すことができる。
【０１６８】
　図２３は、上記図２０の処理を、図１５のモデルバインドリストＭＢＬ－Ｐの「鈴木さ
ん温度」ＬＩＮＫ－３について行ったものである。この場合も、各無線センサノードＭＳ
Ｎ－１のセンサＳＳＲ－１からの戻り値「ｘ」が分散データ処理サーバＤＤＳから読み込
まれ、ディレクトリサーバＤＲＳの属性別意味解釈リスト管理部ＡＴＭにて、戻り値＝ｘ
が温度ｙ＝ｆ（ｘ）として演算され、「鈴木さんの周囲温度はｙ℃です」という有意な情
報検索エンジンＳＥＲからユーザ端末ＵＳＴに返すことができる。
【０１６９】
　図２４は、上記図２０の処理を、図１５のモデルバインドリストＭＢＬ－Ｒの「Ａ会議
室のメンバ」について行ったものである。この場合は、モデル管理部ＭＭＧでＡ会議室の
メンバＯＢＪ－４というオブジェクトを生成した際に、所定の分散データ処理サーバＤＤ
Ｓ－１では、Ａ会議室に相当する基地局ＢＳＴ－１で検出された名札ノードのタグＩＤが
、測定データとして基地局ＢＳＴ－１に読み込まれる。そしてこの値がデータ格納先とし
て予め設定された、図１４の情報リンク先（ここでは、分散データ処理サーバＤＤＳ－１
）に格納される。
【０１７０】
　分散データ処理サーバＤＤＳ－１は、所定の周期で基地局ＢＳＴ－１から無線センサノ
ードＭＳＮ－１～ｎのタグＩＤを収集し、上記Ａ会議室のメンバを示す値（名札ノードの
タグＩＤの集合）を更新する。図２４においては、分散データ処理サーバＤＤＳ－１が収
集した無線センサノードＭＳＮ－１～ｎより、タグのＩＤが「０１」、「０２」の従業者
がＡ会議室で検出されたことを示す。
【０１７１】
　分散データ処理サーバＤＤＳ－１はこの加工データ「０１、０２」をディレクトリサー
バＤＲＳの属性別意味解釈リスト管理部ＡＴＭに送信する。
【０１７２】
　ディレクトリサーバＤＲＳの属性別意味解釈リスト管理部ＡＴＭでは、予め定義された
人名テーブルＡＴＬ－ｍから、受信した加工データを、０１＝鈴木、０２＝田中、という
有意な情報に変換してユーザ端末ＵＳＴに送信する。
【０１７３】
　この結果、ユーザ端末ＵＳＴでは、モデルバインドリストＭＢＬ－ＰのＡ会議室のメン
バという情報要求に対して、「Ａ会議室には鈴木、田中がいます」という有意な情報を得
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ることができる。
【０１７４】
　図２５は、上記図２０の処理を、図１５のモデルバインドリストＭＢＬ－Ｒの「Ａ会議
室の人数」について行ったものである。この場合は、モデル管理部ＭＭＧでＡ会議室の人
数ＯＢＪ－５というオブジェクトを生成した際に、所定の分散データ処理サーバＤＤＳ－
１では、Ａ会議室の人数、具体的にはある時間周期毎にＡ会議室に相当する基地局ＢＳＴ
－１で検出される名札ノードのＩＤ数、もしくは着座ノードがＯＮとなっている数を計算
する。そしてこの値がオブジェクトＯＢＪ－５のデータ格納先として、予め設定された図
１４の情報リンク先に格納される。
【０１７５】
　分散データ処理サーバＤＤＳ－１は、所定の周期で基地局ＢＳＴ－１から無線センサノ
ードＭＳＮ－１～ｎのデータＩＤの数ｘを収集し、上記Ａ会議室の人数を示す値として管
理する。分散データ処理サーバＤＤＳ－１はこのデータ値ｘをディレクトリサーバＤＲＳ
の属性別意味解釈リスト管理部ＡＴＭに送信する。
【０１７６】
　ディレクトリサーバＤＲＳの属性別意味解釈リスト管理部ＡＴＭでは、予め定義された
人数テーブルＡＴＬ－ｎから、受信した加工データを、人数ｙ＝ｘ、という有意な情報に
変換して検索エンジンＳＥＲからユーザ端末ＵＳＴに送信する。
【０１７７】
　この結果、ユーザ端末ＵＳＴでは、モデルバインドリストＭＢＬ－ＰのＡ会議室の人数
という情報要求に対して、「Ａ会議室にはｙ人います」という有意な情報を得ることがで
きる。
【０１７８】
　＜アクション制御部＞
　図２６は、ディレクトリサーバＤＲＳのアクション制御部ＡＣＣの詳細を示すブロック
図である。
【０１７９】
　アクション制御部ＡＣＣは、複数の分散データ処理サーバＤＤＳのイベントアクション
制御部ＥＡＣから受信したイベント発生通知に基づいて、予め設定した動作（アクション
）を自動的に行うものである。
【０１８０】
　このため、アクション制御部ＡＣＣは、セッション制御部ＳＥＳを介してユーザ端末Ｕ
ＳＴからアクション設定を受け付けるアクション受け付け部ＡＲＣと、受け付けたアクシ
ョンを分析し、分析結果に応じてディレクトリサーバＤＲＳと分散データ処理サーバＤＤ
Ｓ間の機能（または負荷）分担を設定するアクション分析部ＡＡＮと、アクションの定義
及び実行を管理するアクション管理部ＡＭＧと、ユーザ端末ＵＳＴからの設定要求に応じ
たイベントとアクションの関係を格納するアクションテーブルＡＴＢと、アクションテー
ブルＡＴＢで定義されたイベントを監視するように分散データ処理サーバＤＤＳ－１～ｎ
に指令を送出するイベント監視指示部ＥＭＮと、各分散データ処理サーバＤＤＳ－１～ｎ
で発生したイベント通知を受信するイベント受信部ＥＲＣと、受信したイベント通知とア
クションテーブルＡＴＢの定義に基づいて、予め設定された処理を実行するアクション実
行部ＡＣＥＣとから構成される。
【０１８１】
　アクション制御部ＡＣＣを構成するアクション実行部ＡＣＥＣは、図２７のように構成
される。図２７において、アクション実施部ＡＣＥＣは、図２６のアクション管理部ＡＭ
Ｇからイベント発生通知と、イベント発生通知があったデータＩＤに対応するアクション
の内容及びアクション実行時のパラメータをアクションテーブルＡＴＢから読み込んで後
述の各処理部へ指令を送出するアクションディスパッチャＡＤＰを有する。
【０１８２】
　アクションディスパッチャＡＤＰの指令を受けて所定のアクションを実行する上記各処
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理部としては、ユーザ端末などへ通信処理を行う通知／転送処理部ＮＴＣと、アクション
としてデータを最新データメモリＬＤＰ－Ｄに格納する格納処理部ＬＤＰと、アクション
としてデータに加工を行うデータ加工処理部ＤＰＲを備えている。
【０１８３】
　通知／転送処理部ＮＴＣは、ユーザ端末ＵＳＴなどへポップアップ通知やメール送信を
行うため、アクションの内容に応じたプロトコル制御部を有し、例えば、ＳＩＰ（Sessio
n Initiation Protocol）でポップアップ通知やデータ転送を行い、ＳＭＴＰ（Simple Ma
il Transfer Protocol）でメールの送信を行い、ＨＴＭＬ（Hyper Text Markup Language
）等で記述されたデータをＨＴＴＰ（Hyper Text Transfer Protocol）で送信する。
【０１８４】
　格納処理部ＬＤＰは、ディレクトリサーバＤＲＳに設けたデータメモリＬＤＰ－Ｄにア
クションで指示されたデータを格納する。なお、ディレクトリサーバＤＲＳに設けたデー
タメモリＬＤＰ－Ｄは、ユーザ端末ＵＳＴからのアクセスに応じて最新のデータを提供可
能にするもので、実世界モデルテーブルＭＴＢでオブジェクトとの対応関係が予め設定さ
れたものである。
【０１８５】
　データ加工処理部ＤＰＲでは、分散データ処理サーバＤＤＳ等からのデータに対して、
指定された演算を行って加工データを生成する。そして、この加工データにデータＩＤを
付与する。この加工データは最新データメモリＬＤＰ－Ｄや他の分散データ処理サーバＤ
ＤＳに送信することもできる。
【０１８６】
　そして、通知／転送処理部ＮＴＣ、格納処理部ＬＤＰ、データ加工処理部ＤＰＲはそれ
ぞれネットワークインターフェースＮＩＦを介して第１のネットワークＮＷＫ－１と通信
し、データの送受やメッセージの送信を行うことができる。
【０１８７】
　アクションディスパッチャＡＤＰは、アクション管理部ＡＭＧからイベント発生通知を
受けると、このイベントを発生したデータのデータＩＤに対応するアクション及びパラメ
ータをアクションテーブルＡＴＢから読み込む。
【０１８８】
　そして、アクションディスパッチャＡＤＰは、アクションの内容からいずれの処理部に
指令を行うか判定し、データ加工処理部ＤＰＲ、通知／転送処理部ＮＴＣ及び格納処理部
ＬＤＰへそれぞれ指令（必要あればパラメータ等を含めて）を送る。
【０１８９】
　アクションの登録について、図２８のタイミングチャートを参照しながら説明する。図
２８では、まず、ユーザ（またはサービス管理者）がユーザ端末ＵＳＴ等からディレクト
リサーバＤＲＳのアクション制御部ＡＣＣに接続し、アクションの設定を要求する。例え
ば、アクションの一例としては、図２９で示すように、Ｘさんの着席を監視して、ＩＰア
ドレス：Ａのユーザ端末ＵＳＴにポップアップ通知を送信する、というアクションを設定
する場合について検討する。
【０１９０】
　アクション制御部ＡＣＣのアクション受付部ＡＲＣは、上記アクションの設定要求を受
け付けると、アクション分析部ＡＡＮに当該アクションの設定を要求する。アクション分
析部ＡＡＮは、例えば、ユーザ端末ＵＳＴから要求のあったＸさんの着席、という要求に
対して、実世界モデルリストＭＤＬからＸさん着座状態というモデル名を通じて監視対象
のセンサノードのデータＩＤを選択し、さらにセンサノードの測定データのイベント発生
条件を決定する。ここでは、「Ｘさんの着席」という実世界の事象をセンサノードのデー
タＩＤへ変換するため、実世界モデルテーブルＭＴＢの実世界モデルリストＭＤＬと属性
別意味解釈リストＡＴＬを参照して「Ｘさんの着席」というモデルと着席（在席）という
意味に対応する戻り値を探索する。すなわち、ユーザが理解可能なモデル名と意味を、セ
ンサノードのＩＤ及び所在と戻り値に変換する。
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【０１９１】
　ここで、図３０で示すように、Ｘさん＝鈴木さんの場合では、既に実世界モデルテーブ
ルＭＴＢにモデルが定義されているので、上記リストＭＤＬ、ＡＴＬからデータＩＤ＝Ｘ
２とデータを格納する情報格納先（分散データ処理サーバＤＤＳ１）を取得する。
【０１９２】
　次に、アクション管理部ＡＭＧでは、「Ｘさんの着席」というイベント発生を分散デー
タ処理サーバＤＤＳで監視するため、上記選択したモデル名に対応するデータ格納先とな
る分散データ処理サーバＤＤＳに対して「Ｘさんの着席」というイベント発生を監視する
ように指令を送出する。ディレクトリサーバＤＲＳのアクション管理部ＡＭＧから指令を
受けた分散データ処理サーバＤＤＳでは、図３１で示すように、実世界モデルリストＭＤ
Ｌから取得したデータＩＤ＝Ｘ２について、属性意味解釈リストＡＴＬから取得した着席
という条件「００」と、アクションとして行うべきイベントの通知先にディレクトリサー
バＤＲＳのアクション制御部ＡＣＣを登録する。なお、分散データ処理サーバＤＤＳ－１
で行うディレクトリサーバＤＲＳへの通知は、分散データ処理サーバＤＤＳ－１おけるア
クションとする。そして、アクション管理部ＡＭＧは、図３２で示すアクションテーブル
ＡＴＢに「ＩＰアドレス：Ａのユーザ端末ＵＳＴにポップアップ通知を送信する」という
アクションを設定し、当該アクションを実行するイベントのＩＤとして、上記データＩＤ
を設定する。
【０１９３】
　つまり、図３１に示す分散データ処理サーバＤＤＳのイベントテーブルＥＴＢには、測
定データのＩＤを示すデータＩＤ欄に、「鈴木さんの着席」を示す感圧センサのデータＩ
Ｄ＝Ｘ２が設定され、イベントの条件欄には、着席を示すＸ２データの値「００」が設定
され、分散データ処理サーバＤＤＳ－１のアクション欄には、ディレクトリサーバＤＲＳ
のアクション制御部ＡＣＣへ通知する、というアクションが設定される。
【０１９４】
　また、図３２に示すディレクトリサーバＤＲＳのアクションテーブルＡＴＢには、監視
対象のイベントＩＤを示すデータＩＤ欄には、「鈴木さんの着席」を示すデータＩＤ＝Ｘ
２が設定され、イベントの条件欄には、分散データ処理サーバＤＤＳ－１からのイベント
発生の受信が設定され、ディレクトリサーバＤＲＳが実行するアクション欄には、ユーザ
端末ＵＳＴへのポップアップ通知が設定され、アクションのパラメータ欄には、ユーザ端
末ＵＳＴのうちＡさんを示すＩＰアドレスが設定される。
【０１９５】
　アクション管理部ＡＭＧがアクションテーブルＡＴＢに登録するアクションは、図３２
のように、データＩＤ＝Ｘ２のイベントを受信したことをイベント発生の条件とし、ポッ
プアップ通知というアクションを、パラメータ欄に記載したアドレス（ここではＩＰアド
レスＡの端末）に対して実行するよう設定する。
【０１９６】
　なお、図２９、図３０のアクション設定要求画面は、ディレクトリサーバＤＲＳのアク
ション受付部ＡＲＣがユーザ端末ＵＳＴへ提供するもので、氏名のプルダウンメニューに
実世界モデルリストＭＤＬが対応付けられており、「着座」、「会議中」、「帰宅」のプ
ルダウンメニューは、属性意味解釈リストＡＴＬに対応付けられており、「ポップアップ
」、「メール」のプルダウンメニューは、ディレクトリサーバＤＲＳで実行するアクショ
ンが設定されている。
【０１９７】
　上述のように、一つのイベント発生から一つのアクションを行うものを単一アクション
とし、上記のような単一アクションの設定は図３３で示す流れとなる。
【０１９８】
　すなわち、ユーザ端末ＵＳＴからディレクトリサーバＤＲＳのアクション制御部ＡＣＣ
に対して、ユーザが理解可能な意味情報によりイベントとアクションの設定要求が行われ
ると、意味情報に対応するアクションの分析とイベントの監視指示がアクション制御部Ａ
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ＣＣで生成され、分散データ処理サーバＤＤＳのイベントアクション制御部ＥＡＣにてイ
ベントテーブルＥＴＢが定義される。その後、アクション制御部ＡＣＣのアクション管理
部ＡＭＧは、イベント受信部ＥＲＣに対して、上記設定したイベント（データＩＤ＝Ｘ２
）の監視を指示し、アクションテーブルＡＴＢにユーザが要求したアクション（ポップア
ップ通知）を設定する。アクション制御部ＡＣＣは一連のアクションの設定完了をユーザ
端末ＵＳＴに通知する。
【０１９９】
　　＜アクションの実行＞
　図３４は、上記図２９、図３０で設定した単一のアクションの実行を示すタイムチャー
トである。
【０２００】
　監視対象のセンサノードの測定データがイベント発生条件の「００」に変化して、Ｘさ
んの着席が判定されると、分散データ処理サーバＤＤＳ－１は、データＩＤ＝Ｘ２に関す
るイベント通知を発生する。
【０２０１】
　このイベント発生は、分散データ処理サーバＤＤＳからディレクトリサーバＤＲＳに通
知され、図２６のイベント受信部ＥＲＣが受信する。
【０２０２】
　ディレクトリサーバＤＲＳのアクション管理部ＡＭＧは、受信したイベントのＩＤから
図３２のアクションテーブルＡＴＢを検索し、該当するアクションの有無を判定する。受
信したＩＤ＝Ｘ２のイベントは、アクションテーブルＡＴＢに定義があるので、アクショ
ン管理部ＡＭＧは、アクション実行部ＡＣＥＣに対してアクションテーブルＡＴＢのアク
ションとパラメータを通知する。
【０２０３】
　アクション実行部ＡＣＥＣは、アクション管理部ＡＭＧから指示された通知に基づいて
、定義に対応する処理を実行する。この場合では、ＩＰアドレス：Ａのユーザ端末ＵＳＴ
に対してポップアップ通知を送信する。ＩＰアドレス：Ａのユーザ端末ＵＳＴには、ポッ
プアップ通知が送信され、Ｘさんの着席が検知されたことを確認できる。
【０２０４】
　　＜複数アクションの設定及び実行＞
　上記図２９、図３０及び図３４では、一つのイベント発生でひとつのアクションを行う
例について述べたが、図３５～図４１で示すように、２つのイベントが成立したらあるア
クションを実行するように設定することができる。
【０２０５】
　図３５、図３６は、複数アクションの設定要求画面である。この設定要求画面には、２
つの氏名欄についてそれぞれ「着席」等の状態を選択可能なプルダウンメニューが定義さ
れる。これら２つの氏名に対応するイベントの条件は、上記図２９、図３０と同様に、実
世界モデルテーブルＭＴＢの実世界モデルリストＭＤＬと属性別意味解釈リストＡＴＬに
対応付けられている。
【０２０６】
　さらに、これら２名のイベント条件の論理式（かつ、または）を設定するプルダウンメ
ニューが加えられる。
【０２０７】
　そして、前記単一アクションと同様に、ディレクトリサーバＤＲＳが実施するアクショ
ン（ポップアップ通知、メール送信）と、アクションの実行に必要とするパラメータ欄（
アドレスなど）が設定される。
【０２０８】
　ここでは、「鈴木さんの着席」という分散データ処理サーバＤＤＳ－１のイベント発生
と、「田中さんの着席」という分散データ処理サーバＤＤＳ－２からのイベント発生がと
もに成立した時点で、メールを送信するというアクションの例について説明する。
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【０２０９】
　まず、「鈴木さんの着席」というイベントについては、上記図２９、図３０と同様に設
定し、鈴木さんの着席を監視する分散データ処理サーバＤＤＳ－１のイベントテーブルＥ
ＴＢには、図３７に示すイベントとアクションが設定される。このときの、アクションテ
ーブルの設定のタイムチャートを図４０に示す。
【０２１０】
　次に、「田中さんの着席」というイベントについては、上記図２９、図３０と同様に、
田中さんの着席を検知するセンサノードのデータＩＤ＝Ｙ２をデータＩＤ欄に設定し、意
味解釈リストＡＴＬから着席を示す「００」をイベントの条件とし、このイベント条件成
立時にはディレクトリサーバＤＲＳのアクション制御部ＡＣＣへ通知するというアクショ
ンが、図３８で示すように分散データ処理サーバＤＤＳ－２のイベントテーブルＥＴＢに
設定される。
【０２１１】
　ディレクトリサーバＤＲＳのアクション制御部ＡＣＣでは、図３９で示すように、アク
ションテーブルＡＴＢに２つの条件が「ＡＮＤ」の論理式で結合され、設定される。
【０２１２】
　そして、「ＡＮＤ」により結合されたアクションテーブルＡＴＢの２つの条件について
、アクション欄には「メール送信」が設定され、パラメータ欄には送信先のアドレス（Ｂ
さんのメールアドレス）が設定される。
【０２１３】
　図４０のタイムチャートでは、上記図３３と同様にして、ユーザ端末ＵＳＴからアクシ
ョン制御部ＡＣＣに対して、鈴木さんの着席と田中さんの着席に関するアクションの設定
要求が行われる。イベント監視指示部ＥＭＮから分散データ処理サーバＤＤＳ－１に対し
ては、データＩＤ＝Ｘ２のセンサノードの測定データが所定条件（鈴木さんの着席）とな
ったらイベントを通知するよう設定し、イベント監視指示部ＥＭＮから分散データ処理サ
ーバＤＤＳ－２に対しては、データＩＤ＝Ｙ２のセンサノードの測定データが所定条件（
田中さんの着席）となったらイベントを通知するよう設定する。
【０２１４】
　分散データ処理サーバＤＤＳ－１、２ではそれぞれイベントテーブルＥＴＢに新たなイ
ベントが追加され、各分散データ処理サーバＤＤＳ－１、２のイベント発生判定部ＥＶＭ
では、測定データに対するイベント監視が開始される。
【０２１５】
　また、アクション制御部ＡＣＣのアクション管理部ＡＭＧでは、イベント受信部ＥＲＣ
に、データＩＤ＝Ｘ２とＹ２のイベントの監視が指示されて設定を終了する。
【０２１６】
　次に、図４１はアクションの実行の様子を示すタイムチャートである。
【０２１７】
　まず、分散データ処理サーバＤＤＳ－１が、鈴木さんの着席に伴って、データＩＤ＝Ｘ
２のイベントを発生する。アクション制御部ＡＣＣではデータＩＤ＝Ｘ２のイベントを受
信するが、アクションテーブルＡＴＢでは、田中さんの着席がないとアクションを実行で
きないので、当該アクションは保留される。
【０２１８】
　次に、分散データ処理サーバＤＤＳ－２が、Ｙさんの着席に伴って、データＩＤ＝Ｙ２
のイベントを発生する。アクション制御部ＡＣＣではデータＩＤ＝Ｙ２のイベントを受信
し、アクションテーブルＡＴＢで、データＩＤ＝Ｘ２とＹ２のＡＮＤ条件が成立したので
、アクションを実行し、所定のメールアドレスにメールを送信する。
【０２１９】
　このように、複数のイベントを条件としてアクションを実行することができ、多数のセ
ンサから、ユーザに必要な応答のみを得ることが可能となる。これにより、膨大な数のセ
ンサノードがあった場合でも、ユーザはほぼリアルタイムで所望の情報（または情報の変
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化）を検知でき、センサノードの情報を有効に利用することが可能となる。
【０２２０】
　＜第２実施形態＞
　図４２～図４６は、第２の実施形態を示し、単一アクションの実行を分散データ処理サ
ーバＤＤＳ側で行うようにしたもので、上記図９に示した分散データ処理サーバＤＤＳの
イベントアクション制御部ＥＡＣにアクション実施部ＡＣＥを設け、図９のイベントテー
ブルＥＴＢをイベントアクションテーブルＥＡＴＢに置き換えたものであり、その他の構
成は前記第１実施形態と同様である。なお、イベントアクションテーブルＥＡＴＢは、前
記第１実施形態のイベントテーブルＥＴＢとアクションテーブルＡＴＢを結合したもので
ある。
【０２２１】
　図４２において、分散データ処理サーバＤＤＳのイベントアクション制御部ＥＡＣには
、ネットワーク処理部ＮＷＰを介して、基地局ＢＳＴから収集される測定データをイベン
トアクションに対応付けるイベントアクションテーブルＥＡＴＢを備える。
【０２２２】
　イベントアクションテーブルＥＡＴＢは、図４４で示すように、センサノード毎に割り
当てられて測定データに付与されるデータＩＤと、イベントを発生させる測定データの条
件を示すイベント内容欄と、イベント発生時に分散データ処理サーバＤＤＳが実施するア
クションの内容を示すアクション欄と、アクションを実施する際に必要な値を格納するパ
ラメータ欄と、イベント発生時に測定データをデータベースＤＢに格納するか否かを決定
するデータ格納ＤＨＬとから１レコードが構成されている。
【０２２３】
　例えば、図中、データＩＤがＸ１の測定データは、その値が「０２」のときにイベント
を発生し、パラメータ欄で指定されたアドレスにメールを送信する。ディスク装置ＤＳＫ
への測定データの書き込みは行わないように設定されている。
【０２２４】
　図４２に示すイベントアクション制御部ＥＡＣの機能について説明する。基地局ＢＳＴ
から受信した測定データは、まず、センシングデータＩＤ抽出部ＩＤＥにて、データＩＤ
が抽出される。また、同時に、センシングデータＩＤ抽出部ＩＤＥは、測定データを最新
データメモリＬＤＭに送る。
【０２２５】
　抽出されたデータＩＤはイベント検索部ＥＶＳに送られて、イベント検索部ＥＶＳがイ
ベントアクションテーブルＥＡＴＢを検索し、データＩＤが一致するレコードがあれば、
当該レコードのイベント内容及びパラメータをイベント発生判定部ＥＶＭに送る。
【０２２６】
　イベント発生判定部ＥＶＭでは、測定データの値とイベント内容ＥＶＴを比較して、条
件を満たせばアクション実施部ＡＣＥに送り、設定されたアクションを実施する。
【０２２７】
　そして、アクション実施部ＡＣＥは、イベントアクションテーブルＥＡＴＢに設定され
たアクションの内容を読み込んで、ＤＢ制御部ＤＢＣ（あるいはディスクＤＳＫ）へデー
タを書き込んだり、ユーザ端末ＵＳＴへ通知を行ったり、測定データに演算処理を施して
加工を行うなど、所定の処理を実行する。
【０２２８】
　ＤＢ制御部ＤＢＣは、イベントが発生した測定データの内、イベントアクションテーブ
ルＥＡＴＢのデータ格納ＤＨＬがＹＥＳとなっているデータについてディスク装置ＤＳＫ
に書き込みを行う。
【０２２９】
　データアクセス受け付け部ＤＡＲの処理内容は前記第１実施形態と同様である。つまり
、アクセス要求が最新のデータであれば、アクセス要求に含まれるデータＩＤに対応する
測定データを最新データメモリＬＤＭから読み込んで、ネットワーク処理部ＮＷＰへ返送
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する。
【０２３０】
　図４５は分散データ処理サーバＤＤＳにアクションの設定を行う際のタイムチャートを
示し、図４３はアクションの設定を行う際に、ディレクトリサーバＤＲＳのアクション制
御部ＡＣＣがユーザ端末ＵＳＴへ送信するインターフェースの一例を示す。なお、単一ア
クションの設定時では、ディレクトリサーバＤＲＳが分散データ処理サーバＤＤＳと通信
し、ユーザ端末ＵＳＴからのアクションの設定要求を、指定されたセンサノードのデータ
ＩＤに対応する分散データ処理サーバＤＤＳに対して設定する。
【０２３１】
　まず、ユーザ（またはサービス管理者）がユーザ端末ＵＳＴ等からディレクトリサーバ
ＤＲＳのアクション制御部ＡＣＣに接続し、アクションの設定を要求する。例えば、アク
ションの一例としては、図２９で示したように、Ｘさんの位置を監視してＡ会議室に入っ
たら、ＩＰアドレス：Ａのユーザ端末ＵＳＴにポップアップ通知を送信する、というアク
ションを設定する場合について検討する。
【０２３２】
　アクション制御部ＡＣＣのアクション受付部ＡＲＣは、このアクションの設定要求を受
け付けると、アクション分析部ＡＡＮに当該アクションの設定を要求する。アクション分
析部ＡＡＮは、例えば、Ｘさんの情報から、監視対象のセンサノードのデータＩＤを選択
し、またセンサノードの測定データがどのようになったらイベントを発生させるか決定す
る。ここでは、「Ｘさんの位置」という実世界の事象をセンサノードのデータＩＤへ変換
するため、実世界モデルテーブルＭＴＢの実世界モデルリストＭＤＬと属性別意味解釈リ
ストＡＴＬ（意味情報管理テーブル）を参照して「Ｘさんの位置」というモデルを探索す
る。
【０２３３】
　ここで、図３１で示したように、Ｘさん＝鈴木さんの場合では、既に実世界モデルテー
ブルＭＴＢにモデルが定義されているので、上記リストＭＤＬ、ＡＴＬからデータＩＤ＝
Ｘ２とデータを格納する情報格納先（分散データ処理サーバＤＤＳ１）を取得する。
【０２３４】
　次に、アクション管理部ＡＭＧでは、ユーザ端末ＵＳＴからの要求が単一アクションで
あるか否かを判定し、単一アクションの場合には、要求されたアクションを上記情報格納
先の分散データ処理サーバＤＤＳに実施させるように設定する。
【０２３５】
　「Ｘさんの位置」というイベントとアクションを分散データ処理サーバＤＤＳで発生さ
せるため、上記選択したセンサノードを管理する分散データ処理サーバＤＤＳに対して「
Ｘさんの位置」が「Ａ会議室」というイベントを発生するように指令を送出する。さらに
、ディレクトリサーバＤＲＳのアクション制御部ＡＣＣは、分散データ処理サーバＤＤＳ
に対してイベントアクションテーブルＥＡＴＢに「メールアドレス：mailto＿b＠xyz.com
のユーザにメールを送信する」というアクションを設定し、当該アクションを実行するイ
ベントのＩＤとして、上記センサノードのデータＩＤを設定する。
【０２３６】
　ディレクトリサーバＤＲＳのアクション管理部ＡＭＧから指令を受けた分散データ処理
サーバＤＤＳでは、図４４で示すように、実世界モデルリストＭＤＬから取得したデータ
ＩＤ＝Ｘ１について、属性意味解釈リストＡＴＬから取得したＡ会議室という条件「０２
」と、アクションとして行うべきイベントの通知先に上記メールアドレスを登録する。
【０２３７】
　アクション管理部ＡＭＧが分散データ処理サーバＤＤＳに登録するアクションは、図４
４で示すように、データＩＤ＝Ｘ１のイベント発生時に、メール送信というアクションを
、パラメータに記載したアドレスに対して実行するよう設定する。
【０２３８】
　このように、ユーザ端末ＵＳＴから単一アクションの設定要求があると、ディレクトリ
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サーバＤＲＳのアクション制御部ＡＣＣは、自らのアクションテーブルＡＴＢに設定を行
う代わりに、対応する分散データ処理サーバＤＤＳに対して設定を行い、分散データ処理
サーバＤＤＳのイベントアクションテーブルＥＡＴＢにイベントとアクションの双方が設
定される。
【０２３９】
　分散データ処理サーバＤＤＳにおけるイベントアクションの実行は、図４６のように行
われ、Ｘさんが会議室に入ると、データＩＤ＝Ｘ１の値が「０２」となり図４４のイベン
トアクションテーブルＥＡＴＢに定義されたイベントとアクションが実施される。アクシ
ョンの実施により、所定のメールアドレスにはＸさんがＡ会議室に入ったことを通知され
る。
【０２４０】
　この場合、ディレクトリサーバＤＲＳは、アクションの設定のみを分散データ処理サー
バＤＤＳに対して行うだけで、実際のイベント発生を監視する必要がない。このため、デ
ータの収集と単一アクションの実行を分散データ処理サーバＤＤＳに任せ、ディレクトリ
サーバＤＲＳはユーザ端末ＵＳＴからの検索要求と複数アクションの監視を行えばよいの
で、センサノードの数が極めて大きいときなどでは、ディレクトリサーバＤＲＳの負荷が
過大になるのを防いで、センサネットワークの円滑な運用が可能となる。
【０２４１】
　なお、上記第２実施形態では、分散データ処理サーバＤＤＳのイベントアクションテー
ブルＥＡＴＢに、イベントとアクションを設定する例を示したが、イベントを格納するイ
ベントテーブルと、アクションを格納するアクションテーブルを、独立させても良い。
【０２４２】
　＜第３実施形態＞
　図４７～図５３は、第３の実施形態を示し、前記第２実施形態の分散データ処理サーバ
ＤＤＳのアクション実施部ＡＣＥから出力される加工データを、センシングデータＩＤ抽
出部ＩＤＥへ入力させ、ひとつの分散データ処理サーバＤＤＳ内で加工データに基づいて
次のイベントとアクションを連続的に実施するようにしたものであり、その他の構成は前
記第２実施形態と同様である。
【０２４３】
　イベントアクション制御部ＥＡＣを構成するアクション実施部ＡＣＥは、図４８のよう
に構成される。図４８において、アクション実施部ＡＣＥは、図４７のイベント発生判定
部ＥＶＭからのイベント発生通知と、センシングデータＩＤ抽出部ＩＤＥからのデータ（
測定データ＝生データ、加工データ）と、イベントアクションテーブルＥＡＴＢからのア
クション及びパラメータを受け付けて、後述の各処理部へ指令を送出するアクションディ
スパッチャＡＤＰと、アクションとしてユーザ端末などへ通信処理を行う通知／転送処理
部ＮＴＣと、アクションとしてデータを最新データメモリＬＤＭ及びディスクＤＳＫに格
納するディスク格納処理部ＬＤＭ－Ｄと、アクションとしてデータに加工を行うデータ加
工処理部ＤＰＲを備えている。
【０２４４】
　通知／転送処理部ＮＴＣは、ユーザ端末ＵＳＴなどへポップアップ通知やメール送信を
行うため、アクションの内容に応じたプロトコル制御部を有し、例えば、ＳＩＰでポップ
アップ通知やデータ転送を行い、ＳＭＴＰでメールの送信を行い、ＨＴＭＬで記述された
データをＨＴＴＰで送信する。
【０２４５】
　ディスク格納処理部ＬＤＭ－Ｄは、最新データメモリＬＤＭにアクセするためのメモリ
インターフェースを有し、データを最新データメモリＬＤＭに書き込む。また、イベント
アクションテーブルＥＡＴＢの設定に基づいて、最新データメモリＬＤＭに書き込まれた
データを、ＤＢ制御部ＤＢＣを介してディスクＤＳＫに格納する。
【０２４６】
　データ加工処理部ＤＰＲでは、センシングデータＩＤ抽出部ＩＤＥからのデータに、パ
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ラメータなどで指示された演算を行って加工データを生成する。そして、この加工データ
にデータＩＤを付与する。
【０２４７】
　そして、データ加工処理部ＤＰＲの出力は、図４７に示すループバックパスＲＰにより
センシングデータＩＤ抽出部ＩＤＥに接続される。データ加工処理部ＤＰＲで加工された
加工データはセンサノードからの測定データ（生データ）と同様にイベントアクション処
理が施される。
【０２４８】
　アクションディスパッチャＡＤＰは、イベント発生判定部ＥＶＭからイベント発生通知
を受けると、このイベントを発生したデータをセンシングデータＩＤ抽出部ＩＤＥから受
け付け、このデータＩＤに対応するアクション及びパラメータとディスク格納の有無を読
み込む。
【０２４９】
　アクションディスパッチャＡＤＰの指令及びデータは、データ加工処理部ＤＰＲ、通知
／転送処理部ＮＴＣ及びディスク格納処理部ＬＤＭ－Ｄへそれぞれ入力され、イベントア
クションテーブルＥＡＴＢに設定されたアクションの内容に応じて上記各処理部へデータ
またはパラメータを送る。
【０２５０】
　図４７のように、分散データ処理サーバＤＤＳのアクション実施部ＡＣＥでは、新たな
アクションがデータ加工である場合、上記データ加工処理部ＤＰＲで所定のデータ加工を
行い、加工結果にデータＩＤを付与して、センシングデータＩＤ抽出部ＩＤＥへ入力する
ことができ、また、アクション実施部ＡＣＥの各処理部は独立しているため、同時に複数
のアクションを実施することができる。
【０２５１】
　これにより、図４９で示すように、一つのアクション（イベント発生）から複数のアク
ションを連鎖的に実行して測定データの加工、または加工データのさらなる加工を行うこ
とができる。
【０２５２】
　例えば、図４９において、センサノードを温度センサとし、データＩＤ＝Ｘ１の測定デ
ータを摂氏から華氏に変換し、新たなデータＩＤ＝Ｘ２を付加するデータ加工アクション
２１０と、華氏に変換された加工データに基づいて通知処理を行う通知アクション２２０
を、一つの分散データ処理サーバＤＤＳで連続的に行うことができる。
【０２５３】
　上記図４９で示した処理を行う際にはイベントアクションテーブルＥＡＴＢを、例えば
、図５０のように設定する。
【０２５４】
　ここで、本第３実施形態のイベントアクションテーブルＥＡＴＢは、アクション実施部
ＡＣＥの処理部（データ加工処理部ＤＰＲ、通知／転送処理部ＮＴＣ及びディスク格納処
理部ＬＤＭ－Ｄ）の数に対応した複数のアクション欄が設けられ、一つのデータＩＤにつ
いて複数のアクションを定義することができる。図５０では、アクション欄として、デー
タ加工処理、データ転送処理、通知処理の３つのアクション欄を設けた例を示し、各アク
ション欄には、アクションの実行時に必要なパラメータを格納するパラメータ欄がそれぞ
れオプションとして設けられている。
【０２５５】
　上記図４９の処理を行う一例として、図５０のデータＩＤ＝Ｘ１のエントリでは、イベ
ント発生条件にデータの到着（受信）を設定し、センサノードから測定データを受信した
ら測定データの単位を温度を摂氏から華氏に単位を変換する演算を行うデータの加工処理
がアクション欄のデータ加工処理に設定される。そして、単位変換のデータ加工処理のオ
プションとして、新たに生成する加工データのデータＩＤを「Ｘ２」とすることがパラメ
ータ欄に設定される。
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【０２５６】
　このデータ加工処理に次いで行われるアクションとして、転送処理欄には生成した加工
データをデータＩＤ抽出部ＩＤＥへ入力させる「ループバック」が設定される。ループバ
ックの場合は、転送先が分散データ処理サーバＤＤＳ自身となるので、転送処理欄のパラ
メータ欄は空白とする（転送先の指定は不要）。なお、データＩＤ＝Ｘ１のイベントアク
ションでは、通知処理は行わないので、通知処理欄は空欄となる。
【０２５７】
　このエントリにより、分散データ処理サーバＤＤＳでは、データＩＤ＝Ｘ１の測定デー
タを受信すると、摂氏から華氏への単位変換を行ってデータＩＤ＝Ｘ２の加工データを生
成し、データＩＤ抽出部ＩＤＥへ入力するイベント発生及びアクションが実施される。
【０２５８】
　次に、生成された加工データのエントリをデータＩＤ＝Ｘ２としてイベントアクション
テーブルＥＡＴＢに設定する。まず、イベント発生条件には、例えば、アクション実施部
ＡＣＥから入力されたデータの値（華氏）が６０を超えた場合にイベントを発生するよう
に設定する。そして、このイベント発生に基づいて実行するアクションとしては通知処理
欄のメール通知を設定する。通知処理欄のパラメータ欄には、メールの通知先のアドレス
を設定する。なお、メールの内容は予め設定したものであり、例えば、「規定の温度を超
えました」などのように設定される。
【０２５９】
　このエントリにより、分散データ処理サーバＤＤＳでは、データＩＤ＝Ｘ２の加工デー
タがＩＤ抽出部ＩＤＥへ入力されると、データの値が華氏６０度を超えていれば、所定の
通知先にメールを送信するアクションが実施される。
【０２６０】
　上記２つのエントリにより、図４９で示したように、分散データ処理サーバＤＤＳは、
摂氏の測定データを受信すると、華氏に変換した加工データを生成し、さらにこの加工デ
ータの値に基づいて通知のアクションを実施することができる。すなわち、分散データ処
理サーバＤＤＳが受信した測定データを１次データとし、この１次データに基づいて生成
された加工データを２次データとすれば、分散データ処理サーバＤＤＳでは、イベントア
クションテーブルＥＡＴＢでは、１次データから２次、３次の加工データを生成し、さら
に各データに対して転送処理や通知処理を並行して行うことができるのである。
【０２６１】
　上記では、１つの測定データから連鎖的にイベント及びアクションを実施する例を示し
たが、図５１、図５２で示すように、一つの分散データ処理サーバＤＤＳで、複数の測定
データ（１次データ）から加工データ（２次データ）を生成することもできる。
【０２６２】
　例えば、図５１において、温度センサと湿度センサの出力から不快指数を求めることも
できる。データＩＤ＝Ｙ１は意味情報Ａが温度である測定データで、データＩＤ＝Ｙ２は
意味情報Ｄが湿度の測定データで、これらの測定データを受信した分散データ処理サーバ
ＤＤＳは、温度と湿度の測定データから意味情報Ｅが不快指数を示す加工データＹ３を生
成し（データ加工アクション３１０）、さらにこの加工データＹ３を転送する処理（デー
タ転送アクション３２０）を行うことができる。
【０２６３】
　上記図５１の処理を行う一例として、図５２のようにイベントアクションテーブルＥＡ
ＴＢを設定する。データＩＤ＝Ｙ１のエントリでは、イベント発生条件にデータの到着（
受信）を設定し、センサノードから温度を意味する測定データを受信したら測定データを
保持するようにアクション欄のデータ加工処理欄に設定する。なお、このデータ保持は、
測定データＹ１が到着するたびに、最新データメモリＬＤＭの値を更新することを意味す
る。
【０２６４】
　次に、湿度を意味するデータＩＤ＝Ｙ２のエントリは、イベント発生条件にデータの到
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着（受信）を設定し、センサノードから湿度を意味する測定データを受信したら、温度を
示す測定データＹ１と湿度を示す測定データＤＹ２を加算して、不快指数を示す加工デー
タをデータＩＤ＝Ｙ３として生成するようデータ加工処理欄に設定する。さらに、転送処
理欄にはループバックを設定する。
【０２６５】
　そして、不快指数を意味するデータＩＤ＝Ｙ３のエントリは、イベント発生条件にデー
タの到着（入力）を設定し、不快指数を意味する加工データを受信したら、宛先ＩＰアド
レス「Ｂ」へ加工データＹ３を転送するよう、転送処理欄に設定する。
【０２６６】
　上記のようなイベントアクションテーブルＥＡＴＢの設定により、複数の測定データ（
１次データ）から加工データ（２次データ）を求め、この加工データに基づいてさらにイ
ベント及びアクションを実行することが可能となる。
【０２６７】
　このように、イベントアクションテーブルＥＡＴＢにおいて、加工したデータに仮想的
なセンサノードのＩＤ（データＩＤ）を付加し、この仮想的なセンサノードのＩＤに対し
てイベントアクションを定義しておく。そして、アクション実施部ＡＥＣの出力をセンシ
ングデータＩＤ抽出部ＩＤＥへ入力させる（ループバック）ことで、一つの測定データか
ら複数のアクションを連鎖的に実施して、２次、３次の加工データを求め、あるいは他の
処理を実行することができる。
【０２６８】
　これにより、一つの分散データ処理サーバＤＤＳにおいて、測定データの受信に基づい
て複数のアクションを実行可能となるので、イベント発生の度にディレクトリサーバＤＲ
Ｓへ問い合わせを行う必要がなく、また、他の分散データ処理サーバＤＤＳとは独立して
処理を行うことができるので、ディレクトリサーバＤＲＳの負荷とネットワークＮＷＫ－
１の負荷をさらに低減することができる。つまり、分散データ処理サーバＤＤＳを多数備
えるセンサネットワークであっても、ディレクトリサーバＤＲＳが分散データ処理サーバ
ＤＤＳとの通信に費やす負荷を低減でき、同時にネットワークＮＷＫ－１の負荷（トラフ
ィック）を低減することが可能となり、大規模なセンサネットワークを円滑に運営するこ
とができる。
【０２６９】
　なお、上記図５１の処理は、複数の分散データ処理サーバＤＤＳで連携して行うことが
でき、例えば、図５３で示すように３つの分散データ処理サーバＤＤＳ－１～３で、それ
ぞれ単一のイベントアクションを行うようにしても良い。
【０２７０】
　図５３において、分散データ処理サーバＤＤＳ－１では、温度を測定するセンサノード
からの測定データ（ＩＤ＝Ｙ１）を監視し、測定データＹ１を受信したら分散データ処理
サーバＤＤＳ－３に転送するという転送アクション４１０を実施する。分散データ処理サ
ーバＤＤＳ－２では、湿度を測定するセンサノードからの測定データ（ＩＤ＝Ｙ２）を監
視し、測定データＹ２を受信したら分散データ処理サーバＤＤＳ－３に転送するという転
送アクション４２０を実施する。
【０２７１】
　そして、分散データ処理サーバＤＤＳ－３では、上記図５２のデータＩＤ＝Ｙ１～３の
エントリと同様に、測定データＹ１を受信したら保持し、測定データＹ２を受信したら測
定データＹ１とＹ２の和を不快指数として求め、データＩＤ＝Ｙ３の加工データについて
他のイベント及びアクション４４０を実行することができる。
【０２７２】
　このように、複数のデータを他の分散データ処理サーバＤＤＳから取得し、加工データ
を生成することで、データ加工処理、転送処理、通知処理を実施する分散データ処理サー
バＤＤＳを柔軟に設定あるいは変更することができ、センサネットワークのリソースを有
効に利用することが可能となる。
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【０２７３】
　＜第４実施形態＞
　図５４は、第４実施形態を示し、前記第３実施形態において、分散データ処理サーバＤ
ＤＳのイベントアクション制御部ＥＡＣを構成するアクション実施部ＡＣＥの構成を変更
したもので、その他の構成は前記第３実施形態と同様である。
【０２７４】
　測定データまたは加工データの加工を行うデータ加工処理部ＤＰＲの出力は、前記第３
実施形態と同様にデータＩＤ抽出部ＩＤＥへ入力されるとともに、通知／転送処理部ＮＴ
Ｃとディスク格納処理部ＬＤＭ－Ｄにも入力される。そして、アクションディスパッチャ
ＡＤＰの指令及びデータは、データ加工処理部ＤＰＲ、通知／転送処理部ＮＴＣ及びディ
スク格納処理部ＬＤＭ－Ｄへそれぞれ入力される。
【０２７５】
　データ加工処理部ＤＰＲの後段に通知／転送処理部ＮＴＣとディスク格納処理部ＬＤＭ
－Ｄを設けたので、一回のイベント発生で複数のアクションを実行することができる。例
えば、イベントアクションテーブルＥＡＴＢには上記図５０と同様に、データの加工処理
とデータの転送処理及び通知処理という３つのアクションと、各アクションに対応するパ
ラメータを定義しておく。そして、所定の測定データを受信してイベントが発生すると、
アクションディスパッチャＡＤＰは、データ加工のアクションをデータ加工処理部ＤＰＲ
へ指令し、加工データ転送のアクションを通知／転送処理部ＮＴＣへ指令し、また、加工
データの格納をディスク格納処理部ＬＤＭ－Ｄに指令する。
【０２７６】
　データ加工処理部ＤＰＲがデータの加工を実行し、出力された加工データは通知／転送
処理部ＮＴＣとディスク格納処理部ＬＤＭ－Ｄ及びデータＩＤ抽出部ＩＤＥへそれぞれ入
力される。通知／転送処理部ＮＴＣでは、所定の宛先に加工データを転送し、ディスク格
納処理部ＬＤＭ－ＤはディスクＤＳＫに加工データを書き込む。
【０２７７】
　このように、アクション実施部ＡＣＥの処理部を直列的に接続することで、一回のイベ
ント発生で複数のアクションを実行することが可能となり、アクション実行の高速化を図
ることができる。そして、データ加工処理部ＤＰＲの後段に他の処理部を設けることで、
データ加工のアクションの後に生成された加工データに対する転送や格納などのアクショ
ンを一回のイベント発生で実行することが可能となる。
【０２７８】
　＜第５実施形態＞
　図５５～図５８は、第５実施形態を示し、前記第３実施形態において、分散データ処理
サーバＤＤＳのイベントアクション制御部ＥＡＣに、例外的なアクションを設定する例外
イベントアクションテーブルＥ－ＥＡＴＢを設け、アクション実施部ＡＣＥでこの例外イ
ベントアクションテーブルＥ－ＥＡＴＢを参照するようにしたもので、その他の構成は前
記第３実施形態と同様である。
【０２７９】
　そして、イベントアクションテーブルＥＡＴＢには、図５６で示すように、例外処理欄
を設け、この例外処理欄に処理の内容とパラメータ欄を備えたものである。処理内容には
、スクリプト処理など上記データ加工処理、転送処理及び通知処理などの定型化された処
理では実施できないような複雑な処理を実行可能なスクリプト処理等のプログラム処理を
実行可能にする。そして、オプション欄には処理が記述されたファイル名を設定する。
【０２８０】
　このオプション欄に設定されたファイル名は、予めイベントアクションテーブルＥＡＴ
Ｂ、例外イベントアクションテーブルＥ－ＥＡＴＢに格納しておく。ここでは、例外処理
をＸＭＬスクリプトで記述した一例を図５７に示す。
【０２８１】
　図５７は、ファイル名ＣのＸＭＬスクリプトファイルであり、温度を示すデータＩＤ＝
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Ｚ１のデータをセンサノードから取得し、このデータの値が１０～２０度の範囲になけれ
ば、「暑くなったのでクーラをつけます」というメッセージを、所定の送信先（ＩＰアド
レス＝133.144.xx.xx）に送信し、さらに「cooler.com」という機器に対してクーラを作
動させるように「activate」の指令を送信するものである。
【０２８２】
　上記例外処理を設定する処理の流れを図５８に示す。ユーザ端末ＵＳＴからディレクト
リサーバＤＲＳに対してイベントアクションの登録要求を行うとともに、予め用意したス
クリプトファイルを送付する（５００）。
【０２８３】
　ディレクトリサーバＤＲＳでは、アクション制御部ＡＣＣがイベントアクションの登録
要求を受け付け、スクリプトファイルを取得する。アクション制御部ＡＣＣは、前記第１
実施形態の図３３で示したように、要求のあった意味情報を実世界モデルテーブルＭＴＢ
に基づいて分析し、対応する分散データ処理サーバＤＤＳに対してイベントアクションの
登録要求とスクリプトファイルを送付する（５１０）。
【０２８４】
　分散データ処理サーバＤＤＳでは、イベントアクション制御部ＥＡＣが送付されたスク
リプトファイルを例外イベントアクションテーブルＥ－ＥＡＴＢに登録し（５２０）、イ
ベントアクションテーブルＥＡＴＢに要求のあったイベントアクションと例外処理欄のパ
ラメータ欄に登録したスクリプトファイル名を指定する（５３０）。そして、登録完了を
ディレクトリサーバＤＲＳに通知する（５４０）。
【０２８５】
　ディレクトリサーバＤＲＳは、分散データ処理サーバＤＤＳからの通知に基づいてユー
ザ端末ＵＳＴへイベントアクションの登録完了を通知する（５５０）。
【０２８６】
　以上のように設定されたイベントアクションテーブルＥＡＴＢにより、分散データ処理
サーバＤＤＳでは次の処理が実行される。
【０２８７】
　イベントアクション制御部ＥＡＣは、センサノードからのデータＩＤ＝Ｚ１のデータを
監視し、Ｚ１のデータを受信すると例外処理欄のスクリプト処理を実行するため、オプシ
ョン欄に設定されたファイル名ＣのＸＭＬスクリプトファイルを例外イベントアクション
テーブルＥ－ＥＡＴＢから読み込んで、アクション実施部ＡＣＥで実行する。
【０２８８】
　図５７に示されたスクリプトの場合は、温度を示すデータＩＤ＝Ｚ１のデータが１０～
２０度の範囲にあるかどうかを、すなわちイベントが発生したかどうかをアクション実施
部で判定しており、スクリプトに基づきイベントが発生したと判定された場合は、「暑く
なったのでクーラをつけます」というメッセージを送るというアクションと、クーラを作
動させる、というアクションを実行している。
【０２８９】
　以上のように、定型化が難しい処理については、スクリプトなどのプログラム処理を用
いることでより高度な処理を実現可能となり、センサノードからの測定データに基づいて
、ユーザ必要とする処理を柔軟に設定可能となる。
【０２９０】
　なお、上記プログラム処理はスクリプトに限らず、実行ファイルなどであってもよい。
【０２９１】
　また、上記では例外イベントアクションテーブルＥ－ＥＡＴＢを分散データ処理サーバ
ＤＤＳに設ける例を示したが、ディレクトリサーバＤＲＳのアクション制御部ＡＣＣに例
外イベントアクションテーブルＥ－ＥＡＴＢを設けても良い。この場合、ディレクトリサ
ーバＤＲＳのアクション制御部ＡＣＣにおいて、複数の分散データ処理サーバＤＤＳに渡
る複雑な処理を実行することが可能となる。
【０２９２】
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　＜変形例１＞
　図５９、６０は、第１の変形例を示し、前記第１実施形態に示したディレクトリサーバ
ＤＲＳのアクション制御部ＡＣＣにおいて、前記第３または第４実施形態で示したように
、取得したデータ（またはイベント）に基づくアクションを連鎖的に行うようにしたもの
で、その他の構成は前記第１実施形態と同様である。
【０２９３】
　アクション実行部ＡＣＥＣの出力は、ユーザ端末ＵＳＴ側だけではなくイベント受信部
ＥＲＣにも送信される。すなわち、アクション実行部ＡＣＥＣは図６０で示すように構成
され、前記第１実施形態の図２７に対して、データ加工処理部ＤＰＲの出力がループバッ
クパスＲＰによって、イベント受信部ＥＲＣに接続される点が異なっている。なおその他
の構成は図２７に準じる。
【０２９４】
　データ加工処理部ＤＰＲで生成された加工データには仮想的なデータＩＤ（またはイベ
ントＩＤ）が付加され、ネットワークインターフェースＮＩＦとイベント受信部ＥＲＣに
送られる。
【０２９５】
　この加工データをイベント受信部ＥＲＣで受信すると、アクションディスパッチャＡＤ
Ｐでは、仮想的なデータＩＤに基づいてアクションテーブルＡＴＢから予め設定されたア
クションを取得し、各処理部へ指令する。
【０２９６】
　このようにディレクトリサーバＤＲＳのアクション制御部ＡＣＣでは、実行したアクシ
ョンに基づいて生成されたデータについて、アクションを実行することができる。
【０２９７】
　＜変形例２＞
　図６１、図６２は第２の変形例を示し、前記第１または第２実施形態の変形例を示す図
である。この変形例においては、あるセンサノードからの測定データを生データＡとして
所定の分散データ処理サーバＤＤＳに格納し、また、異なるセンサノードからの測定デー
タを生データＢとして所定の分散データ処理サーバＤＤＳに格納する。
【０２９８】
　そして、各分散データ処理サーバＤＤＳでは、生データＡ（ＲＤＡＴＡ）、生データＢ
にそれぞれ加工（例えば、単位時間の平均値など）を施し、加工した結果をさらにディレ
クトリサーバＤＤＳにデータＡ’（ＰＤＡＴＡ）、Ｂ’（ＰＤＡＴＢ）としてそれぞれ格
納する。生データＡ、Ｂの加工のタイミングは、ディレクトリサーバＤＲＳまたは各分散
データ処理サーバＤＤＳにおいて、所定の条件（時間の経過）に基づくアクションとして
実施すればよい。なお、生データの加工を各分散データ処理サーバＤＤＳで行う場合には
、図４４に示したイベントアクションテーブルＥＡＴＢにデータの格納先を付加すればよ
い。
【０２９９】
　さらに、各分散データ処理サーバＤＤＳでは、加工を施した加工データＡ’（ＰＤＡＴ
Ａ）、Ｂ’（ＰＤＡＴＢ）から二次データＣ（ＲＤＡＴＣ）を所定のアクションとして演
算し、新たな加工データとして所定の分散データ処理サーバＤＤＳに格納する。この二次
データＣに加工を施したものを、さらに三次データＣ’（ＰＤＡＴＣ）として格納する。
【０３００】
　例えば、生データＡが温度、生データＢが湿度の場合、加工データＡ、Ｂはそれぞれ、
単位時間の平均温度と平均湿度となる。さらに、平均温度と平均湿度から求めた不快指数
を二次データＣと、さらに二次データＣの単位時間の平均値を三次データＣ’として求め
ることができる。
【０３０１】
　上記第１または第２実施形態において、イベント発生を測定データとしたが、上記のよ
うな加工データＡ、Ｂや二次データＣ、三次データＣ’からイベントの発生やアクション



(39) JP 4885463 B2 2012.2.29

10

20

30

40

50

の実施を行うことができる。
【０３０２】
　そして、図６２で示すように、測定データ（生データ）と加工データを一つの分散デー
タ処理サーバＤＤＳに格納しておけば、ディレクトリサーバＤＲＳでの実世界モデルテー
ブルＭＴＢの構成を簡易にすることができる。なお、この場合、加工データＡ、Ｂから求
めた二次データＣを生データとして扱い、三次データＣ’を加工データとして扱うことが
できる。
【０３０３】
　なお、生データから加工データの演算を、前記第１実施形態に示したディレクトリサー
バＤＲＳで行う場合には、前記第１変形例と同様にして、ディレクトリサーバＤＲＳのア
クション実行部ＡＣＥＣの出力を、イベント受信部ＥＲＣへ入力させ、加工データに仮想
的なデータＩＤを付与するようにすればよい。
【０３０４】
　＜変形例３＞
　図６３は、第３の変形例を示し、前記第２または第３実施形態において、複数のセンサ
ネットワーク（ＮＷＫ１～３）を接続し、異なるセンサネットワークの分散データ処理サ
ーバＤＤＳ間でデータの加工を行うようにしたものである。
【０３０５】
　図６３において、ネットワークＮＷＫ１には、分散データ処理サーバＤＤＳ１－１～３
が接続され、これら分散データ処理サーバＤＤＳ１－１～３には、それぞれ複数のセンサ
ノード（図示省略）が接続されている。
【０３０６】
　また、ネットワークＮＷＫ２には分散データ処理サーバＤＤＳ２－１が接続され、ネッ
トワークＮＷＫ３には分散データ処理サーバＤＤＳ３－１が接続され、各分散データ処理
サーバＤＤＳには複数のセンサノードが接続されている。
【０３０７】
　ネットワークＮＷＫ１の分散データ処理サーバＤＤＳ１－１のイベントアクションテー
ブルＥＡＴＢには、測定データＲＤＡＴＡを受信するとディスクへ格納するとともに、ネ
ットワークＮＷＫ２の分散データ処理サーバＤＤＳ２－１へ転送するように設定される。
【０３０８】
　また、ネットワークＮＷＫ２の分散データ処理サーバＤＤＳ２－１のイベントアクショ
ンテーブルＥＡＴＢには、測定データＲＤＡＴＡを受信すると所定の加工を行って加工デ
ータＰＤＡＴＤを生成し、ディスクへ格納するとともにネットワークＮＷＫ３の分散デー
タ処理サーバＤＤＳ３－１へ加工データＰＤＡＴＤを転送するように設定される。
【０３０９】
　ネットワークＮＷＫ１の分散データ処理サーバＤＤＳ１－２のイベントアクションテー
ブルＥＡＴＢには、測定データＲＤＡＴＢを受信するとディスクへ格納するとともに、ネ
ットワークＮＷＫ３の分散データ処理サーバＤＤＳ３－１へ転送するように設定される。
【０３１０】
　ネットワークＮＷＫ３の分散データ処理サーバＤＤＳ３－１のイベントアクションテー
ブルＥＡＴＢには、分散データ処理サーバＤＤＳ２－１からの加工データＰＤＡＴＤと、
分散データ処理サーバＤＤＳ１－２からの測定データＲＤＡＴＢから加工データＰＤＡＴ
Ｅを演算し、ディスクへ格納するように設定されている。
【０３１１】
　上記のような設定により、ネットワークＮＷＫ１のセンサノードから測定された測定デ
ータＲＤＡＴＡはネットワークＮＷＫ２の分散データ処理サーバＤＤＳ２－１へ転送され
て加工データＰＤＡＴＤとして加工されてからネットワークＮＷＫ３の分散データ処理サ
ーバＤＤＳ３－１に加工データＰＤＡＴＤが転送される。
【０３１２】
　また、ネットワークＮＷＫ１のセンサノードから測定された測定データＲＤＡＴＢはネ
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ットワークＮＷＫ３の分散データ処理サーバＤＤＳ３－１へ転送される。
【０３１３】
　そして、ネットワークＮＷＫ３の分散データ処理サーバＤＤＳ３－１は、ネットワーク
ＮＷＫ１からの測定データＲＤＡＴＢと、ネットワークＮＷＫ２からの加工データＰＤＡ
ＴＤから加工データＰＤＡＴＥを演算して、ディスクへ格納する。
【０３１４】
　このように、イベントアクションテーブルＥＡＴＢに外部のネットワークＮＷＫとのデ
ータの送受信と、データの加工を定義することで、異なるセンサネットワーク間で、デー
タを転送しながら順次加工することができる。
【０３１５】
　これにより、各センサネットワークの膨大な数のセンサノードの測定データの中から必
要なものだけを抽出し、各センサネットワークで必要な加工を行うことで、複数のセンサ
ネットワークを連結して効率よくデータの送受信を行うことが可能となる。
【０３１６】
　＜変形例４＞
　なお、上記第１または第２実施形態では、ディレクトリサーバＤＲＳの実世界モデルリ
ストＭＤＬには、モデル名に対応するデータの格納先を情報リンク先として設定したが、
情報リンク先に代わって、データの最新値などを格納しても良い。
【０３１７】
　この場合、ディレクトリサーバＤＲＳと分散データ処理サーバＤＤＳの間のデータトラ
フィックは、オブジェクトの数に応じて増えるが、各センサからのデータは所定の周期で
分散データ処理サーバＤＤＳに収集されるので、ネットワークＮＷＫ－１の負荷が過大に
なるのを防いで、ユーザ端末ＵＳＴからのデータ要求に対して、迅速に応答することが可
能となり、レスポンスの向上を期待できる。
【産業上の利用可能性】
【０３１８】
　以上のように、本発明によれば、ディレクトリサーバがデータの所在を一元的に管理し
、センサノードからのデータをリアルタイムで収集する分散データ処理サーバを複数備え
て、ネットワーク上に分散し、所望のセンサノードの情報をイベントとアクションにより
リアルタイムで監視できるので、膨大な数のセンサノードからのデータを効率よく利用す
ることが可能となり、多数のセンサノードを備えるセンサネットワークに適用することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【０３１９】
【図１】本発明の第１の実施形態を示すセンサネットワークのシステム構成図。
【図２】センサネットワークの機能ブロック図。
【図３】無線センサノードＷＳＮの一例を示すブロック図。
【図４】無線センサノードの動作状態を示すグラフで、時間と消費電流の関係を示す。
【図５】無線センサノードの配置の一例を示す説明図。
【図６】オブジェクトとセンサノードの測定データの関連を示すブロック図で、測定の開
始時を示す。
【図７】オブジェクトとセンサノードの測定データの関連を示すブロック図で、測定開始
から所定時間が経過した状態を示す。
【図８】オブジェクトのデータ量とセンサノードの測定データのデータ量と時間の関係を
示すグラフ。
【図９】分散データ処理サーバＤＤＳのイベントアクション制御部を示すブロック図。
【図１０】イベントテーブルの説明図。
【図１１】ディレクトリサーバＤＲＳの要部を示すブロック図。
【図１２】センサ情報テーブルの説明図。
【図１３】属性別意味解釈リストの説明図。
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【図１４】実世界モデルリストと分散データ処理サーバＤＤＳの関係を示すブロック図。
【図１５】モデルバインドリストの説明図。
【図１６】センサ情報登録の様子を示すタイムチャート。
【図１７】センサノード登録用のデータフォーマット。
【図１８】実世界モデルリストの登録の様子を示すタイムチャート。
【図１９】モデルバインドリストの登録の様子を示すタイムチャート。
【図２０】モデルバインドリストへのアクセスに対する応答の一例を示すタイムチャート
。
【図２１】モデルバインドリストから鈴木さんの位置を指定した場合の処理の説明図。
【図２２】モデルバインドリストから鈴木さんの着座状態を指定した場合の処理の説明図
。
【図２３】モデルバインドリストから鈴木さんの温度を指定した場合の処理の説明図。
【図２４】モデルバインドリストからＡ会議室のメンバを指定した場合の処理の説明図。
【図２５】モデルバインドリストからＡ会議室の人数を指定した場合の処理の説明図。
【図２６】ディレクトリサーバＤＲＳのアクション制御部ＡＣＣのブロック図。
【図２７】アクション制御部ＡＣＣを構成するアクション実施部ＡＣＥＣのブロック図。
【図２８】アクションテーブル設定の説明図。
【図２９】アクションテーブルの登録の際にユーザ端末ＵＳＴに表示されるアクション設
定画面の説明図。
【図３０】同じく、アクション設定画面の説明図。
【図３１】分散データ処理サーバＤＤＳのイベントテーブルＥＴＢのエントリを示す説明
図。
【図３２】ディレクトリサーバＤＲＳのアクションテーブルＡＴＢのエントリを示す説明
図。
【図３３】単一のアクションの設定の流れを示すタイムチャート。
【図３４】単一のアクションの応答の流れを示すタイムチャート。
【図３５】複数アクションの登録の際にユーザ端末ＵＳＴに表示されるアクション設定画
面の説明図。
【図３６】同じく、複数アクションの登録の際にユーザ端末ＵＳＴに表示されるアクショ
ン設定画面の説明図。
【図３７】分散データ処理サーバＤＤＳ－１のイベントテーブルのエントリを示す説明図
。
【図３８】分散データ処理サーバＤＤＳ－２のイベントテーブルのエントリを示す説明図
。
【図３９】ディレクトリサーバＤＲＳのアクションテーブルのエントリを示す説明図。
【図４０】複数のアクションの設定の流れを示すタイムチャート。
【図４１】複数のイベントの応答の流れを示すタイムチャート。
【図４２】第２の実施形態を示し、分散データ処理サーバＤＤＳのイベントアクション制
御部ＥＡＣを示すブロック図。
【図４３】第２の実施形態を示し、アクションの登録の際にユーザ端末ＵＳＴに表示され
るアクション設定画面の説明図。
【図４４】第２の実施形態を示し、分散データ処理サーバＤＤＳのイベントアクションテ
ーブルのエントリを示す説明図。
【図４５】イベントアクションの設定の流れを示すタイムチャート。
【図４６】第２の実施形態を示し、分散データ処理サーバＤＤＳでのアクションの実行の
流れを示すタイムチャート。
【図４７】第３の実施形態を示し、分散データ処理サーバＤＤＳのイベントアクション制
御部を示すブロック図。
【図４８】第３の実施形態を示し、イベントアクション制御部のアクション実施部ＡＣＥ
のブロック図。
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【図４９】第３の実施形態を示し、一つのイベント発生から連鎖的にイベント／アクショ
ンを実行する流れを示す説明図。
【図５０】第３の実施形態を示し、イベントアクションテーブルの一例を示す説明図。
【図５１】第３の実施形態を示し、複数の測定データから加工データを生成する流れを示
す説明図。
【図５２】第３の実施形態を示し、複数の測定データから加工データを生成する際のイベ
ントアクションテーブルの一例を示す説明図。
【図５３】第３の実施形態を示し、複数の分散データ処理サーバにより複数の測定データ
から加工データを生成する流れを示す説明図。
【図５４】第４の実施形態を示し、イベントアクション制御部のアクション実施部ＡＣＥ
のブロック図。
【図５５】第５の実施形態を示し、分散データ処理サーバＤＤＳのイベントアクション制
御部を示すブロック図。
【図５６】第５の実施形態を示し、イベントアクションテーブルの一例を示す説明図。
【図５７】第５の実施形態を示し、例外イベントアクションテーブルに格納されるスクリ
プトファイルの一例を示す説明図。
【図５８】第５の実施形態を示し、例外イベントアクションの設定の流れを示すタイムチ
ャート。
【図５９】第１の変形例を示し、ディレクトリサーバＤＲＳのアクション制御部ＡＣＣの
ブロック図。
【図６０】第１の変形例を示し、アクション制御部ＡＣＣを構成するアクション実行部Ａ
ＣＥＣのブロック図。
【図６１】第２の変形例を示すセンサネットワークのシステム構成図。
【図６２】同じく、第２の変形例を示すセンサネットワークのシステム構成図。
【図６３】第３の変形例を示すセンサネットワークのシステム構成図。
【符号の説明】
【０３２０】
ＤＲＳ　ディレクトリサーバ
ＤＤＳ　分散データ処理サーバ
ＷＳＮ、ＭＳＮ、ＦＳＮ　センサノード
ＢＳＴ　基地局
ＭＭＧ  モデル管理部
ＭＴＢ　実世界モデルテーブル
ＮＷＫ－１、２～ｎ　ネットワーク
ＡＣＣ　アクション制御部
ＥＡＣ　イベントアクション制御部
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